
ええほほんんとと
赤赤ちちゃゃんんのの
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赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
４
か
月
〜
６
か
月
ご
ろ
か

ら
絵
本
に
反
応
し
始
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
市
で
は
、
４
か
月
児
健
診
を
受
け
に

保
健
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
親
子
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事

業
を
始
動
し
ま
し
た
。

約
２０
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、
親
子
が
絵
本
を
通
じ
て
お

互
い
の
肌
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業
を
８
月

に
開
始
し
、
研
修
を
修
了
し
た
７４
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
順
番
に
、
４
か
月
児
健
診
を
受
け
に

来
た
親
子
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
、
本
を
楽
し

む
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
、
子
育
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
樋
口
恭
子
さ

ん
（
写
真
左
）
は
「
絵
本
は
奥
が
深
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
親
と
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
絵
本
で
楽
し

く
子
育
て
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
が
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

図
書
館
総
務
室

０
７
２（
９

６
５
）
７
７
０
０
、
�
０
７
２（
９
６
５
）
９
２

１
２

※
６
・
７
面
に
「
あ
な
た
の
子
育
て

応
援
し
ま
す
�
」
を
掲
載
。

やさしく語りかけるよう
に読み聞かせをします

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
東
大
阪
市
を

舞
台
に
、
ラ
グ
ビ
ー
と
東

大
阪
の
魅
力
を
描
く
地
域

ド
ラ
マ
「
花
園
オ
ー
ル
ド

ボ
ー
イ
」
の
制
作
を
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の

ほ
ど
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
桜
木

優
希
を
演
じ
る
岡
本
玲
さ

ん
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、

野
田
市
長
に
撮
影
に
向
け

て
の
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

制
作
の
き
っ
か
け
や
題

材
に
な
っ
た
の
は
、
今
年

６
月
に
花
園
中
央
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
ラ
グ
ビ
ー

の
ま
ち
東
大
阪
の
夕
べ
」。

現
場
の
あ
ま
り
の
盛
り
上

が
り
よ
う
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス

タ
ッ
フ
の
目
に
と
ま
り
、

ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

表
敬
に
訪
れ
た
岡
本
玲

さ
ん
が
「
お
揃
い
の
ラ
ガ

ー
シ
ャ
ツ
を
着
た
職
員
の

皆
さ
ん
を
見
て
、
ラ
グ
ビ

ー
愛
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
東
大
阪
の
ラ
グ
ビ
ー

に
対
す
る
純
粋
な
思
い
を

演
じ
た
い
で
す
」
と
話
す

と
、
野
田
市
長
は
「
市
と

し
て
、
協
力
で
き
る
こ
と

は
何
で
も
し
ま
す
。
東
大

阪
の
良
さ
を
ぜ
ひ
伝
え
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

放
映
は
来
年
１
月
１０
日

�
午
後
８
時
〜
８
時
４３
分

（
総
合
テ
レ
ビ
、
関
西
地

域
）
で
。

ド
ラ
マ
ヒ
ロ
イ
ン
桜
木
優
希
を
演
じ
る

岡
本
玲
さ
ん
（
写
真
左
）
と
野
田
市
長

「花園オールドボーイ」あらすじ

６８歳の現役ラガーマンと、市役所ラグビーワールドカ
ップ誘致室に配属になったラグビーをよく知らない２３歳
の女性職員（桜木優希）を中心に、ラグビーと東大阪の
魅力を描くドラマです。

来年１月
放映

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
始
ま
る

で

�
ラ
グ
ビ
ー
愛
�
演
じ
る
ヒ
ロ
イ
ン

岡
本
玲
さ
ん
が
市
長
表
敬

い
あ

東大阪市を舞台にＮＨＫドラマ制作
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２９月は健康増進普及月間

３生活習慣病を予防しよう

６・７ あなたの子育て応援します

保存版 高齢者のための制度・サービス
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

つ

侵入盗対策～夜間でも玄関先の電灯を点けるなどして、家の周りを明るくしておきましょう ―東大阪市治安対策本部―



健
康
寿
命
と
は
、�
一
生
の
う
ち
で
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
�

を
い
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
工

夫
す
る
だ
け
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

で
き
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

「
＋
１０
（
あ
と
１０
分
プ
ラ
ス
）」。
毎
日
の
生

活
の
中
で
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
行
動
か
ら
実

践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
下
の
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
で
あ
な
た
の
身
体
活
動
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
に
合
っ
た

「
＋
１０
」
を

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
結
果
か

ら
、
自
分
が
今
ど
の
段
階
で
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

【
�
気
づ
く
�
】

体
を
動
か
す
機
会
や
環
境
は
、

身
の
回
り
に
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
「
い
つ
な
の
か
」「
ど

こ
な
の
か
」
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
�
始
め
る
�
】

少
し
で
も
長
く
、
少
し
で
も

元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
今
よ
り

１０
分
多
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。【

�
達
成
す
る
�
】

目
標
は
１
日
合
計
６０
分
、
元

気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。

歩
行
で
は
１
日
８
０
０
０
歩
が

目
安
で
す
。
６５
歳
以
上
の
方
は

４０
分
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
�
つ
な
が
る
�
】

一
人
で
も
多
く
の
家
族
や
仲

間
と
「
＋
１０
」
を
共
有
し
ま
し

ょ
う
。

い
っ
し
ょ
に
行
う
と
長
続
き

し
、
楽
し
さ
や
喜
び
が
一
層
増

し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

や
ま
ぶ
み
会
会
員
を
募
集

月
３
回
程
度
、
水
曜
日
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象

市
内
在
住
の
６０
歳

以
上
の
方

◇
料
金

１
１
０
０
円
（
６

か
月
分
、
保
険
代
含
む
）

◇
申
込
方
法

１０
月
２
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午
に
料
金
を
持

っ
て
直
接

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

西

保
健
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
８
）０
０
８
５
、�
０
６（
６
７

８
８
）
２
９
１
６

毎
日
の
生
活
に

「
＋
１０
」
の
習
慣
を

何
気
な
く
行
っ
て
い
る
毎
日

の
行
動
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と

を
意
識
し
て
「
＋
１０
」
を
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
幅
を
広
く
し
て
、
速
く

歩
く

▽
自
転
車
や
徒
歩
で
移

動
す
る

▽
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
な
く
階

段
を
使
う

▽
掃
除
や
洗
濯
は

キ
ビ
キ
ビ
と
行
い
、
家
事
の
合

間
に
ス
ト
レ
ッ
チ

▽
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
筋
ト
レ
や
ス
ト

レ
ッ
チ

▽
仕
事
の
休
憩
時
間

に
散
歩
を
す
る

▽
い
つ
も
よ

り
遠
く
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
歩
い

て
買
い
物
に
行
く

▽
近
所
の

公
園
や
運
動
施
設
を
利
用
す
る

▽
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る

が
ん
検
診
も
忘
れ
ず

受
け
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
改
善
に
加
え
て
、

健
康
管
理
の
た
め
に
が
ん
検
診

・
特
定
健
診
も
忘
れ
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
健

康
づ
く
り
課
、
特
定
健
診
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
に
ご

加
入
の
方
は
医
療
保
険
室
保
険

管
理
課
、
国
保
以
外
の
方
は
ご

加
入
の
保
険
者
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
健
康
増
進

・
が
ん
検
診
�
健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
２
、

�
０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
９

▽
特
定
健
診
�
医
療
保
険
室
保

険
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
５
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

保健所・センターだよりのつづき

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１０月１日�午前９時１０分から
・午前１０時から�西保健センター �
１０月２日�午前９時２０分～１０時３０分、８
日�午後１時～２時１０分�中保健セン
ター �１０月３日�午後１時３０分から
・午後２時１５分から�東診療所（申込
みは東保健センターへ） �内�対�肺が
ん検診�市内在住の４０歳以上の方 �
結核検診�市内在住の６５歳以上の方
�定各日４０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１０月２日�、東保健センタ
ー�ママと赤ちゃんのすこやかクッキ
ング �１０月１５日�・２２日�、中保健
センター�助産師の話、マタニティク
ッキングなど ☆いずれも午後１時３０

分～４時 �対市内在住のおおむね妊娠
１６週以降の妊婦 �持母子健康手帳
�申�問東・中保健センター

麻しん・風しん混合予防接種

麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチ

ンは２回の接種が必要です。また、麻

しん（はしか）、風しんのいずれかにす

でにかかった人でも混合ワクチンの接

種が可能です。市内取扱医療機関で接

種してください。定期接種対象の方は

無料で接種できますが、接種期間を過

ぎると有料になります。接種の対象と

期間は次のとおりです。 �１期�１
歳児（１歳の誕生日から２歳の誕生日

の前々日まで） �２期�小学校入学
前１年間（来年３月３１日まで） �持予
診票、母子健康手帳 ※要予約。予診

票は市内取扱医療機関でも配布。取扱

医療機関一覧は市ウェブサイトに掲載。

�問健康づくり課

なつかしの旬菜料理講習会

�時９月３０日�午後１時～４時 �対市
内在住の方 �定２４人（申込先着順）
�料３５０円 �持エプロン、三角巾、手ふき、
筆記用具

�所�申�問東保健センター

お昼ごはんのつどい

�時１０月９日�午前１０時３０分～午後２
時 �対市内在住の６５歳以上の方 �定２４
人（申込先着順） �内調理実習と試食、
体操など �料５００円 ※保険料が別途必

要。 �持運動ができる服・靴、エプロ
ン、三角巾、手ふき、筆記用具 �申１０
月４日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

ヘルスメイトの
ワンプレートクッキング

�時９月２６日�午後１時～４時 �対市
内在住の方 �定１５人（申込先着順）
�内調理実習「カルシウムたっぷりヘル
シーレシピ」、骨密度測定、ミニ講話

�料３５０円 �持エプロン、三角巾、手ふき、
筆記用具

�所�申�問中保健センター

秋の行楽シーズンが到来
食中毒にご注意を

楽しい行楽シーズンがやってきまし

た。この季節は、真夏に比べて気温は

低くなりますが、食中毒菌にとっては

まだまだ適温です。また、夏の暑さで

体力や抵抗力が落ちているため、食中

毒が発生しやすくなっています。

運動会やバーベキュー、ハイキング

など屋外で食事をするときは、次のこ

とに注意してください。

【弁当】
�当日に作り、充分冷ましてから弁

当箱に詰める �車内に放置しない
【屋外での調理】
�食材はクーラーボックスなどに保
管する �生肉などは中まで火を通し、
箸は調理用と食事用に分ける

【その他】
�調理前や食事前には手を洗う �
調理後はなるべく早く食べ、食べ残し

を持ち帰って食べない �山菜やきの
こを見つけてもむやみに食べない �
わき水はそのまま飲まない

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

プラス テ ン

「＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００」で健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命を延ばそう

あなたの身体活動をチェック�

９月は健康増進普及月間です

（２）平成２５年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください。

生
活
習
慣
病
と
は
、
日
頃
の
生

活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
総
称
で
、

日
本
人
の
約
３
分
の
２
が
生
活
習

慣
病
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
体
や
血
管
の
状
態
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
特

定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
１

か
月
あ
た
り
の
医
療
費
（
平
成

２４
年
５
月
診
療
分
）
に
占
め
る

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
性
疾
患
、

腎
不
全
、
糖
尿
病
）の
割
合
は
、

外
来
医
療
費
全
体
の
約
３０
％
で

す
。高

血
圧
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
高
血
糖
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
血

管
に
負
担
が
か
か
り
、
血
管
を

傷
つ
け
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、

腎
機
能
の
低
下
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
（
図
参
照
）。

自
分
の
体
や
血
管
の
状
態
を

知
る
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
体
を
知
る

た
め
に
、
特
定
健
康
診
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
る
に
は

特
定
健
診
が
受
け
ら
れ
る
の

は
、
今
年
度
４０
歳
以
上
７４
歳
以

下
の
方
で
す
。
受
診
の
際
は
、

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
保
険
者
が
発
行
す
る
受
診
券

が
必
要
で
す
。

４
月
１
日
現
在
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
対
象
者

に
は
、
４
月
末
に
受
診
券
（
黄

色
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受

診
券
が
届
い
て
い
な
い
方
や
４

月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
方
で
受
診
を
希
望

す
る
方
は
、
医
療
保
険
室
保
険

管
理
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
健
診
内
容

問
診
、診
察
、

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
測

定
、
検
尿
、
血
液
検
査
（
血
中

脂
質
、
血
糖
、
肝
機
能
）
な
ど

※
内
容
は
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

保
健
指
導
と
は

健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備

群
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
減
量

や
血
液
デ
ー
タ
の
改
善
を
図
る

な
ど
、
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
特
定
保
健
指
導
」
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
対
象
者
に
は
、
利
用
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
利
用
券
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
取
扱
医
療
機
関
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
０
５
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

健診を受ける

必ず事前に医療機関へ
日時を確認してください。

あなたの健診結果から必要な改善策を保健師や
医師、管理栄養士などが丁寧に指導します

井戸の適正管理を

家庭用の井戸は浅いものが多いため、

汚染を受けやすく、消毒もされていな

いため、安全とは限りません。井戸水を

飲用している家庭は、次のことに気を

つけましょう。 �生水を避け、煮沸し
てから飲む �井戸や周辺に人や動物
が入らないようにする �毎日、色・
濁り・におい・味などを確認する �
年１回以上は水質検査（有料）を受ける

�水質に異常がある場合は相談する
�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２

（９６０）３８０７

メタボにさよなら
健康美をめざす講座

脂肪を燃焼させる運動と食事メニュ

ーを学びます。 �時１０月１１日�・１１月
１日�・１２月６日�・来年１月１０日�
・２月７日�午後１時３０分～３時３０分
（計５日間） �対肥満、血糖値、コレス
テロール値、高血圧が気になる４０歳～

６９歳の方 ※治療中・運動制限のある

方は除く。 �定２４人（申込先着順） �持
運動ができる服・靴、飲み物、筆記用

具 �申９月１７日�から電話または直接
�所�申�問西保健センター

介護予防教室～車いすの扱い方

�時１０月１０日�午後１時３０分～３時３０
分（受付は午後１時から） �対市内在
住の方 �定２０人（申込先着順） �内講
義、実習、交流会 �持運動ができる服
・靴、飲み物、タオル �申９月１７日�
から電話または直接

�所�申�問中保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１０月２日��西保健センター
�２１日��東保健センター �２２日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２３年１０
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

マタニティ歯科健診

�時１０月２４日� ※時間は申込時に伝

えます。 �対市内在住のおおむね妊娠１６
週以降の妊婦 �定１５人（申込先着順）
�持母子健康手帳
�所�申�問東保健センター

東大阪魅力満載
つんく体操（愛称）を覚えよう�

市のイメージソングに合わせて体操

します。 �時１０月１７日�・２４日�・３１日
�・１１月７日�午前９時３０分～１１時３０
分（計４日間） �対市内在住の方 �定３０
人（初参加者を優先して申込先着順）

�持運動ができる服・靴、飲み物、タオ
ル �申９月２０日�から電話または直接
�所�申�問西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�１０月
９日�午前１０時
～１１時１５分、中

保健センター�
みんなでおしゃ

べり �１８日�午前１０時～１１時、東保
健センター�体を動かそう �２３日�
午前１０時～１１時３０分、総合福祉センタ

ー�リトミック（申込みは西保健セン
ターへ） �対市内在住のふたご、みつご
を妊娠・出産している方とその子ども

�申�問東・中・西保健センター

毎年健診を受け
て血管の変化を
チェック

「利用券」が届
いたら、特定保
健指導を受けて
生活習慣を改善

治療が必要かど
うか受診すると
ともに生活習慣
を改善

正

常

保
健
指
導
判
定

受
診
勧
奨
判
定

�

�

�

健

診

結

果

に

よ

っ

て

�

特定健診は健康管理の第一歩

自
分
の
体
を
知
っ
て

生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
習習習習習習習習習習習習習習
慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
病病病病病病病病病病病病病病
をををををををををををををを
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
しししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううう

記号の見方 �時とき�所ところ�対対象�定定員・定数�内内容�料料金（表示のないものは無料）�持持ち物�申申込方法・応募方法など�申申込み先・応募先など�問問合せ先

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年９月１５日（３）
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新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を

９
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で

世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。
届

き
ま
し
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
な
ど
記
載
内
容
に
間

違
い
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
間
は
原
則

と
し
て
平
成
２７
年
９
月
３０
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

た
だ
し
、
有
効
期
間
内
に
７５

歳
を
迎
え
る
方
は
、
誕
生
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
移

行
す
る
た
め
、
誕
生
日
の
前
日

が
有
効
期
限
で
す
。

ま
た
、
有
効
期
間
内
に
６５
歳

を
迎
え
る
退
職
被
保
険
者
と
そ

の
被
扶
養
者
は
、
退
職
被
保
険

者
の
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
前
月
の
末
日
）
が

有
効
期
限
で
す
。

い
ず
れ
も
有
効
期
限
が
切
れ

る
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

簡
易
書
留
郵
便
は
、
本
人
ま

た
は
家
族
に
直
接
手
渡
し
ま
す

（
受
領
印
が
必
要
）。
不
在
の
場

合
、
郵
便
局
に
１
週
間
程
度
保

管
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
市
役
所

に
差
し
戻
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
必

ず
医
療
保
険
室
資
格
給
付
課
ま

た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
を
送
付

９
月
末
に
平
成
２５
年
４
月
と

５
月
の
診
療
（
請
求
）
分
の
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の

実
情
を
理
解
し
、
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

国
保
は
、
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
備
え
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
こ
の
機
会

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
増
え

続
け
る
医
療
費
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。

市役所本庁舎の一部窓口業務の開

設を９月２８日�午前９時から正午ま
で実施します。

手続きの際には、運転免許証やパ

スポート、健康保険証など本人が確

認できる書類をお持ちください。

他市町村や警察署などへの確認な

どが必要な場合は、取扱いができない

ことや手続きが完了しないことがあ

ります。担当課へお問合せください。

なお、平日だけでなく土曜開庁時

にも、英語、韓国・朝鮮語、中国語

での通訳業務を行っています。

９月の開設日時

９月２８日�午前９時～正午

開 設 場 所

市役所本庁舎２階・３階

取 扱 業 務

【住民関係】
�戸籍届、住民異動届、印鑑登録
などの届出や住民票、印鑑証明など

の各種証明書交付など

■問合せ先 市民課 ０６（４３０９）

３１７２、�０６（４３０９）３８０４
【国民健康保険・後期高齢者医療

保険関係】
�加入・脱退・変更の申請や各種
療養費の給付申請、保険料の納付・

相談など

■問合せ先 �医療保険室資格給
付課 ０６（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）
３８０４ �医療保険室保険料課 ０６

（４３０９）３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
�子どもや障害者などの医療費助
成にかかる医療証の申請および療養

費の申請など

■問合せ先 医療助成課 ０６（４３０９）

３１６６、�０６（４３０９）３８０５
【児童手当などの関係】
�児童手当や児童扶養手当などの
申請

■問合せ先 国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
�市税の各種証明書発行や納付・
相談・申告受付・申請受付・閲覧・

届出、原動機付自転車および小型特

殊自動車の登録・廃車

■問合せ先 �税制課 ０６（４３０９）

３１３１、�０６（４３０９）３８１０ �市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
�固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、

�０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

■窓口開設にかかる問合せ先 政

策調整室 ０６（４３０９）３０１６、�０６（４３０９）
３８４７

一
定
期
間
会
社
に
勤
め
、
社

会
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被

保
険
者
だ
っ
た
方
が
、
退
職
後

に
国
保
へ
加
入
し
、
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
を
受
給
し
た
場
合
、

本
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人

の
自
己
負
担
と
保
険
料
の
ほ
か
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
の

拠
出
金
が
財
源
で
す
。
皆
さ
ん

の
国
保
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
退
職
者
医
療
制
度
へ
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
は
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▽
６５
歳
未
満

▽
老
齢
年
金
受

給
者
（
年
金
加
入
期
間
が
通
算

２０
年
以
上
ま
た
は
４０
歳
以
降
に

１０
年
以
上
）

資
格
は
、
年
金
の
受
給
権
が

発
生
し
た
日
か
ら
で
す
。
年
金

証
書
が
届
い
た
ら
１４
日
以
内
に
、

年
金
証
書
、国
民
健
康
保
険
証
、

印
鑑
を
持
っ
て
、
医
療
保
険
室

資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

廃蛍光灯や古着など
キャラバン回収

土曜開庁時に、市役所本庁舎でキ

ャラバン回収（移動式資源拠点回収）

を試験的に実施しています。当日は、

回収ボックスなどを設置しますので、

古紙類や古着など資源になるものを

お持ちください。

また、ごみの減らし方・分け方につ

いての相談やごみ減量化の工夫に関

するパネル展示もあわせて行います。

リサイクルへの理解を深めませんか。

とき ９月２８日�午前９時～正午
ところ 市役所本庁舎１階ロビー

回収品目 古紙類、古着、古布、紙

パック、ペットボトル、白色トレイ、

蛍光灯、乾電池

■問合せ先 循環社会推進課 ０６

（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８

交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三

者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷

病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て

加
害
者
側
が
全
額
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
。
た
だ
し
、
国
保
の

被
保
険
者
が
「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」を
提
出
す
る
と
、

保
険
証
を
使
っ
て
国
保
で
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
保
が
一
時
的
に

医
療
費
を
立
て
替
え
、そ
の
後
、

加
害
者
側
に
費
用
を
請
求
し
ま

す
。交

通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し

て
、
や
む
を
得
ず
国
保
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
と
交

通
事
故
証
明
書（
人
身
事
故
）、

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持

っ
て
、
医
療
保
険
室
資
格
給
付

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

届
出
の
前
に
、
加
害
者
側
か

ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、

国
保
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
届
出
書
類
は
医
療

保
険
室
資
格
給
付
課
お
よ
び
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主

や
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
ま
た
は
そ
の
世
帯
主
な
ど

で
、
平
成
２５
年
度
（
平
成
２４

年
分
）
の
所
得
申
告
の
提
出

が
な
か
っ
た
方
に
、「
国
民
健

康
保
険
料
所
得
申
告
書
」「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
所
得

申
告
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
８
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

所
得
が
な
か
っ
た
方
も
申
告

は
必
要
で
す
。
必
ず
９
月
２６

日
�
ま
で
に
医
療
保
険
室
保

険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月

末
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で

は
、
納
付
相
談
を
常
時
行
っ

て
い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り

夜
間
・
休
日
納
付
相
談
を
行

い
ま
す
。
保
険
料
決
定
通
知

書
（
納
付
書
）
な
ど
通
知
書

番
号
ま
た
は
被
保
険
者
番
号

の
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
納
付
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇
と
き

▽
夜
間
�
９
月

２６
日
�
・
２７
日
�
午
後
５
時

３０
分
〜
８
時

▽
休
日
�
９

月
２８
日
�
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
、
２９
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
２
階
医
療
保
険
室
保
険
料

課
※
夜
間
・
休
日
納
付
相
談

で
は
、
電
話
に
よ
る
照
会
や

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

口
座
振
替
に
ご
協
力
を

口
座
振
替
は
、
年
度
途
中

か
ら
で
も
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
、
口
座
振
替
の
開
始
月

か
ら
来
年
３
月
の
第
１０
期
分

ま
で
を
連
続
し
て
納
め
る
と
、

口
座
振
替
で
納
め
た
保
険
料

の
１
％
を
奨
励
金
と
し
て
来

年
５
月
下
旬
に
登
録
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、

保
険
料
決
定
通
知
書
、
預
貯

金
通
帳
、
印
鑑
（
通
帳
印
）

を
持
っ
て
、
市
収
納
取
扱
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

９
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

交
通
事
故
の
治
療

国民健康保険退職者医療制度

該当者は手続きを

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証

国
保
を
使
う
と
き
は
届
出
を

第４土曜日に開設しています
市役所本庁舎の一部窓口業務

国民健康保険・後期高齢者医療保険

所得申告が必要です

（４）平成２５年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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鴻池子育て支援センター

【スクラップブッキング】
コルクボードに写真をレイアウトし

ます。 �時１０月４日�午前１０時～１１時
３０分 �対就学前乳幼児とその保護者
�定１０組（抽選） �料１００円 �持写真２枚、
飲み物 �申９月２０日�午後１時３０分～
５時に電話で

【木のおもちゃと子育てのコツの話】
�時１０月１１日�午前１０時～１１時３０分
�所グリーンパル（中鴻池） �対就学前乳
幼児とその保護者 �定８０組（申込先着
順） �申９月３０日�～１０月４日�午前
１０時３０分～午後５時に電話または直接

【親子広場】
隔週水曜日に開催します（計５日間）。

初回�時�対�１０月１６日��平成２３年１０月
１日～平成２４年４月１日生まれの乳児

とその保護者 �１０月２３日��平成２３
年４月２日～平成２３年９月３０日生まれ

の幼児とその保護者 ☆いずれも午前

１０時～１１時 �定各２０組（抽選） �申９
月２４日�～２７日�午前１０時３０分～午後
５時に電話または直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時９月３０日�午後１時３０分～３時３０

分、１０月９日�午前９時３０分～１１時３０
分 �対よちよち歩きの１歳児とその保
護者 ※申込不要。

【遊ぼ�パネルシアター・紙芝居】
「たまごのあかちゃん」と「はらぺこ

ヘビ君」をします。 �時１０月２日�午
前１０時～１１時３０分、７日�午後１時３０
分～３時 ※申込不要。

【離乳食相談会】
�時１０月９日�午後２時～３時 ※申

込不要。

【簡単�絵手紙をかこう】
�時９月３０日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定１０
組（申込先着順） ※子どもは別保育。

�申９月１８日�午前１０時から電話で
【子育て広場】
�時１０月７日�午前１０時３０分～１１時３０

分 �所意岐部公民分館 �対就学前乳幼
児とその保護者 �定２０組（申込先着順）
�申９月２５日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【お出かけ赤ちゃん広場】
�時１０月４日�午前１０時３０分～１１時３０

分 �所森河内公民分館 �対未歩行の０
歳児とその保護者 ※申込不要。

【どら焼き風 deおやつタイム】
�時９月２６日�午後２時～３時 �対２
歳以上の幼児とその保護者 �定１２組（申
込先着順） �料１００円 �申９月１７日�午
前１０時から電話で

【手がた deポン�】
�時９月２７日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定２５
組（申込先着順） �申９月１７日�午後
１時から電話で

【手作りコーナー de遊ぼ�】
�時９月３０日�午前１０時～１１時３０分
�所はすの広場（近江堂） �対就学前乳
幼児とその保護者 �申９月１８日�午前
１０時から電話で

【パクパク人形で遊ぼう�】
�時９月３０日�午後１時３０分～３時
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定１５
組（申込先着順） �申９月１８日�午後
１時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

あさひっこ

【縄手南ふれあい＆ダンス】
�時９月１９日�午前１０時～１１時 �所縄
手南公民分館 �対０歳児とその保護者
�定１０組（申込先着順） �持抱っこひも
�申９月１７日�午前１０時から電話で
【まんぼーリトミック】
�時９月２７日�午前１０時～１１時 �対１

歳６か月以上の乳幼児とその保護者

�定１５組（初めての方を優先して抽選）

�申９月１７日�午前１０時～２０日�午後５
時に電話で

【孔舎衙ふれあい＆ダンス】
�時１０月３日�午前１０時～１１時 �所孔

舎衙公民分館 �対０歳児とその保護者
�定１０組（申込先着順） �持抱っこひも
�申９月１９日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セン
ター）０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

子育てのつどい～ゴリちゃんの紙芝居

�時１０月１６日�午前１０時～１１時３０分
�所五百石公園 ※雨天時は２５日�に順
延し、２５日も雨天の場合は御厨保育所。

�対就学前乳幼児とその保護者
�問�御厨保育所 ０６（６７８９）０２６０、�

０６（６７８９）８５９６ �荒本子育て支援セン
ター ０６（６７８９）５２９５、�０６（６７８９）８６６１

子どもの事故の６０％は親のそばで起

こるといわれており、あっと思ったと

きには防ぎようがないこともたくさん

あります。

見守りや心構えだけでは防ぐことが

できない事故に対し、予防することを

第一に考えませんか。

【子どもの誤飲は大変危険です】
子どもが「はいはい」や「伝い歩き」

をするようになると、手に触れたもの

を何でも口に入れるようになります。

日頃から整理整頓し、危険なものは子

どもの手の届かないところに保管しま

しょう。

最近、ボタン電池の誤飲が相次いで

います。ボタン電池が食道に留まると

数分で皮膚がただれ、重症度の高い事

故につながり、死に至る危険性もあり

ます。ボタン電池が簡単に外れないよ

う、電池交換口のふたをガムテープで

止めるなどの予防策が必要です。

【家庭での事故を防ぐには】
電気コードは家具の上や裏をはわせ、

ひも

ショルダーバッグや紐のついたものを

ベビーベッドに掛けておかないように

するなど、長いものは子どもの手の届

かない場所に置きましょう。

戸棚や引出しは、簡単に開かないよ

うに取っ手をゴムや強力なテープなど

で留めましょう。

ビニール袋や紙袋など頭にかぶれる

ものや食品用ラップは、窒息の恐れが

あるのでしっかりと保管しましょう。

【子どもの命を守るチャイルドシー
トの装着を】
６歳未満の乳幼児を自動車に乗車さ

せる場合、チャイルドシートを使用す

ることが義務づけられています。本市

におけるチャイルドシートの装着率は、

１歳６か月児では７７．４％ですが、３歳

６か月児では６１．２％にまで低下してい

ます。チャイルドシートを装着しない

場合の致死率は、装着している場合の

１４倍といわれています。チャイルドシ

ートの装着を徹底しましょう。

◇ ◇

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

市
で
は
、
平
成
２６
年
４
月

か
ら
公
の
施
設
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

（
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま

せ
ん
）。

募
集
要
項
は
、
９
月
１７
日

�
か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
担
当
課

で
も
配
布
し
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し

く
は
担
当
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
募
集
施
設
・
担
当
課（
問

合
せ
先
）

▽
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
・
イ
コ
ー
ラ
ム

（
岩
田
町
４
）
�
男
女
共
同

参
画
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
０
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

▽
市
営

住
宅
（
稲
田
鷺
島
住
宅
〈
楠

根
１
〉ほ
か
２４
住
宅
）�
住
宅

政
策
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
３
１
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
４

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
ま
た
は
父
を
対
象
に
、

市
の
指
定
す
る
資
格
（
看
護

師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
な
ど
）
を
取
得

す
る
た
め
に
２
年
以
上
養
成

機
関
で
修
業
す
る
場
合
、
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
と
入
学

支
援
修
了
一
時
金
を
申
請
に

よ
り
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
に
は
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。
来
年
４
月
か
ら
の

受
給
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

市
内
在
住
の
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

▽
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、

ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に

あ
る

▽
修
業
年
限
２
年
以

上
の
養
成
機
関
に
お
い
て
一

定
の
課
程
を
修
業
し
、
対
象

資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る

▽
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業

の
両
立
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る

▽
過
去
に
高
等
技
能
訓

練
促
進
費
を
受
給
し
て
い
な

い
◇
問
合
せ
先

▽
子
ど
も

家
庭
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
９
４
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
１
７

▽
東
・
中

・
西
福
祉
事
務
所
子
育
て
支

援
係（
東
�
０
７
２
―

９
８
８

―

６
６
１
９
、
�
０
７
２
―

９

８
８
―

６
６
７
１

中
�
０

７
２
―

９
６
０
―

９
２
７
４
、�

０
７
２
―

９
６
４
―

７
１
１
０

西
�
０
６
―

６
７
８
４
―

７
９

８
２
、
�
０
６
―

６
７
８
４
―

７
６
７
７
）

子どもの事故緊急連絡先

休日の緊急診療

小児科救急医療体制についてはお問合せ
ください

たばこや家庭用品（化学物質）を飲み込ん
だときの緊急相談（２４時間３６５日）
※異物誤飲や食中毒、慢性の中毒、常用量での医

療品の副作用は受け付けていません。

たばこの誤飲などに関するテープ案内（２４
時間）

相談する人がいない、対処の仕方がわか
らないときの相談（午後８時～翌日午前
８時）

その他医療機関案内や救急医療相談窓口
（２４時間３６５日）

０６（６７８９）１１２１

０６（６７８１）５１０１

０７２（７２７）２４９９

０７２（７２６）９９２２

プッシュ回線（＃８０００）
ダイヤル回線

（０６―６７６５―３６５０）

プッシュ回線（＃７１１９）
ダイヤル回線

（０６―６５８２―７１１９）

休日急病
診療所

市立総合
病院

中毒
１１０番

たばこ
専用回線

大阪府
小児救急
電話相談

救急安心
センター
おおさか

募
集
し
ま
す

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

子子どどもものの安安全全をを考考ええよようう
事故対策～まずは予防から

子育て支援センター＆保育所の催し

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、
各子育て支援センターで開催。

いっしょに遊ぼう♪

高等技能訓練促進費を支給

ひとり親の母・父を応援

記号の見方 �時とき�所ところ�対対象�定定員・定数�料料金（表示のないものは無料）�持持ち物�申申込方法・応募方法など�申申込み先・応募先など�問問合せ先

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年９月１５日（５）
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し
ま
す�

ああななたたのの子子育育てて

援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援

健やかな成長のために

アンケートに協力を

子育て支援センターやつどいの

広場の催し、保育所の園庭開放な

どの情報は市ウェブサイトや市公

式フェイスブック（子どもすこや

か部ページ）に掲載しています。

また、手軽に地域の子育て情報

を入手できるメールマガジン「子

育てハッピーメール」も配信して

いますので、ご利用ください。次

のアドレスへ空メールを送信する

か、バーコードを読み込んで登録

してください。 �携帯電話�h

gso_12.108tmp@fofa.jp �スマ
ートフォン�hgso_12.107tmp@f
ofa.jp

子育てを安心して楽しむコツや

子育て情報がたくさん詰まったガ

イドブック「こそだてプラス＋」

や「花まるぶっく」もあります（写

真）。ぜひご覧く

ださい。

お
な
か
の
ふ
く
ら
み
と
と
も
に
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
。

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
生
ま
れ
て
み
る
と
「
自
分
の
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

「
ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い
」「
育
て
方
、
ま
ち
が
っ
て
な
い
か
な
…
」
と
悩
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

子
ど
も
が
失
敗
し
な
が
ら
日
々
成
長
す
る
よ
う
に
、
親
も
失
敗
し
た
り
迷
っ

た
り
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
最
初
か
ら
完
璧
な
親
な
ん
て
い
ま
せ
ん
。

不
安
や
し
ん
ど
い
気
持
ち
を
吐
き
出
し
て
、
友
人
や
祖
父
母
、
周
り
の
人
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
子
ど
も
も
親
も
、
ゆ
っ
く
り
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３
０
２
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
７

乳
幼
児
期
は
、
人
と
し
て
生

き
て
い
く
う
え
で
の
基
礎
の
部

分
を
形
成
し
ま
す
。
「
頭
育
て

（
知
的
能
力
）」「
体
育
て
（
身

長
・
体
重
、
身
体
能
力
）」だ
け

で
な
く
、「
心
育
て
」
が
と
て
も

大
切
で
す
。

「
心
育
て
」と
は
、
情
緒
面
、

気
持
ち
、
自
立
心
な
ど
を
豊
か

に
す
る
こ
と
で
す
。
成
果
が
わ

か
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、日
々

の
大
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
少

し
ず
つ
育
っ
て
い
き
ま
す
。

【
無
条
件
の
愛
】

「
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

て
も
で
き
な
く
て
も
、
大
切
な

存
在
だ
よ
」「
あ
り
の
ま
ま
の
あ

な
た
が
大
好
き
だ
よ
」
と
無
条

件
の
愛
を
伝
え
続
け
ま
し
ょ
う
。

特
別
な
こ
と
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
抱
っ
こ
、
お
ん
ぶ
、
絵

本
を
読
む
、
た
く
さ
ん
話
し
か

け
る
、
笑
い
あ
う
な
ど
、
日
常

生
活
の
何
気
な
い
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
い
け
ば
、
子
ど
も

に
自
然
と
伝
わ
り
ま
す
。

【
共
感
】

子
ど
も
の
言
い
な
り
に
な
る

の
で
は
な
く
、
ま
た
頭
か
ら
否

定
し
な
い
で
「
あ
な
た
の
気
持

ち
、
わ
か
る
よ
」
と
共
感
を
示

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

共
感
し
て
く
れ
た
人
に
は
、

信
頼
の
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
す
。

誰
か
が
い
っ
し
ょ
に
喜
ん
で
く

れ
る
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち
は

２
倍
に
な
り
、
嫌
な
気
持
ち
は

半
減
さ
れ
、
気
持
ち
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。【

体
験
】

砂
遊
び
、
鬼
ご
っ
こ
、
ま
ま

ご
と
や
乗
り
物
に
乗
る
、
動
植

物
と
ふ
れ
あ
う
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

３
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
で
き

な
い
こ
と
を
叱
っ
た
り
、
責
め

た
り
せ
ず
、「
で
き
た
」
と
い
う

喜
び
を
た
く
さ
ん
分
か
ち
あ
い

ま
し
ょ
う
。

少
し
大
き
く
な
っ
て
き
た
ら
、

そ
れ
に
加
え
て
、
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
や
続
け
て
き
た
こ
と

を
「
よ
く
や
っ
た
ね
」
と
認
め

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。す
る
と
、

自
信
や
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま

す
。

◇

◇

子
ど
も
の
年
齢
と
と
も
に
悩

み
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
乳
児
期
を
過
ぎ
て
も
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
心
育

て
」
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

スマートフォン用携帯電話用

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
う
乳
幼

児
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
が
、
病
気
な
ど
の
「
回
復
期
」

ま
た
は
「
回
復
期
に
至
ら
な
い
場

合
」
で
集
団
保
育
が
困
難
な
と
き

に
、
保
育
と
看
護
を
行
っ
て
い
ま

す
。利

用
に
は
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。利
用
料
は
１
日
２
０
０
０

円
（
減
免
制
度
あ
り
）
で
、
医
療

機
関
で
の
受
診
結
果
を
医
師
連
絡

票
ま
た
は
入
室
申
込
書
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
施
設
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
病
児
保
育
室
】

◇
と
こ
ろ
・
定
員
・
申
込
み
・

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
も
と
ク
リ
ニ

ッ
ク「
こ
ひ
つ
じ
」（
小
阪
本
町
１
）

�
８
人
、
０
６（
６
７
３
０
）５
８

２
８
（
�
兼
用
）

▽
尾
�
医
院

「
ウ
ル
ル
」（
岩
田
町
４
）�
４
人
、

０
７
２
（
９
６
８
）
７
２
２
７
、

�
０
７
２
（
９
６
２
）
２
２
３
１

【
病
後
児
保
育
室
】

◇
と
こ
ろ
・
定
員
・
申
込
み
・

問
合
せ
先

荒
本
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ミ
ミ
ィ
」（
荒
本
２
）
�

６
人
、
０
６
（
６
７
８
９
）
５
２

９
５
、
�
０
６（
６
７
８
９
）８
６

６
１初

め
て
で
も

安
心
し
て
ご
利
用
を

こ
ひ
つ
じ
で
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
の
中
で
保
育
士
と
看
護

師
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
ケ
ア
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
昼
寝
の
後
で
少
し

元
気
を
取
り
戻
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
お
や
つ
を
食
べ
、
ぬ
り
え
や

お
も
ち
ゃ
な
ど
で
遊
び
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
（
写
真
）。

看
護
師
の
岸
本
範
子
さ
ん
は「
病

気
の
と
き
は
、
子
ど
も
も
家
族
も

不
安
に
な
り
ま
す
。
医
師
の
診
察

後
、
お
預
か
り
し
た
お
子
さ
ん
の

病
状
に
あ
わ
せ
て
、
保
育
士
と
看

護
師
が
手
厚
い
ケ
ア
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

て
、
安
心
・
安
全
に
お
預
か
り
す

る
こ
と
で
、
少
し
で
も
早
く
病
気

が
回
復
し
、
働
く
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
を
支
援
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

こ
の
日
利
用
し
て
い
た
金
田
美

里
愛
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
和
恵
さ

ん
は
、「
子
ど
も
を
見
て
も
ら
え
る

人
が
い
な
い
の
で
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。
病
院
が
併
設
さ
れ
て
い
る

の
で
、
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
八
木
一
徹
ち
ゃ
ん
の
お
母

さ
ん
裕
子
さ
ん
は
、「
０
歳
の
と
き

か
ら
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
病
気
が
長
引
く
こ
と
も
多
か

っ
た
の
で
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

先
生
た
ち
に
優
し
く
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
も
楽
し
く

過
ご
せ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
ひ
つ
じ
で
は
、
毎
月
第
２
土

曜
日
（
８
月
を
除
く
）
の
午
前
１０

時
か
ら
正
午
ま
で
見
学
日
と
し
て

施
設
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
は
一
人
で
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

周
り
に
は
、
家
族
を
は
じ
め
、

友
人
や

地
域
の
方
が
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
表
上
参
照
）
、
保
育
所
（
園
）

な
ど
の
施
設
や
、
つ
ど
い
の
広

場（
表
下
参
照
）、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
団
体
や
市
民
グ
ル

ー
プ
が
た
く
さ
ん
応
援
し
て
く

れ
ま
す
。

不
安
や
悩
み
は
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
誰
か
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
の
不
安
や
悩

み
を
相
談
で
き
る
場
所
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

【
パ
パ
も
お
い
で
よ
〜
荒
本

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
毎
週
土
曜
日
に
自
由
に
遊
べ

る「
パ
パ
も
お
い
で
よ
」で
は
、

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
パ
パ
・

マ
マ
が
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
期
の
子
育
て
は
特
に
、

思
い
ど
お
り
い
か
ず
大
変
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
乳
幼
児
期
に
見
せ
て
く

れ
る
い
ろ
い
ろ
な
反
応
や
成
長

に
は
、
今
し
か
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。パ
パ
も
マ
マ
も
、

子
育
て
の
一
瞬
一
瞬
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
子
ど
も
が
成
長
す

る
喜
び
を
い
っ
し
ょ
に
味
わ
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

パ
パ
も
お
い
で
よ
に
参
加
し

た
パ
パ
た
ち
は
、「
う
ち
の
子
が

も
う
滑
り
台
を
滑
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
は
」「
一
人
で
見

る
の
は
大
変
っ
て
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

パ
パ
だ
っ
て
、
授
乳
以
外
は

何
で
も
で
き
ま
す
。「
マ
マ
へ
の

気
遣
い
」
か
ら
「
主
体
的
参
加
」

へ
と
変
身
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。◇

と
き

毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
対
象

就
学
前
乳
幼
児
と

パ
パ
・
マ
マ

そ
の
ほ
か
、
鴻
池
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
も
、
同
時
刻
に

「
パ
パ
も
ホ
ッ
と
広
場
」
が
あ

り
ま
す
。

【
支
援
セ
ン
タ
ー
で
自
由
に

遊
び
ま
せ
ん
か
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

申
込
み
や
対
象
の
制
限
な
く
親

子
で
自
由
に
遊
べ
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を
５

面
に
掲
載
。

【
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
（
心
理
士
、
看

護
師
、
保
育
士
な
ど
）
が
電
話

や
来
所
に
よ
り
子
ど
も
の
成
長

や
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
来
所
相
談
を
希
望

す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

このほど、妊娠中の方、就学前乳幼

児・小学生がいる市内約１万世帯を対

象に、子ども・子育てに関するアンケ

ートを実施します。

近年の急速な少子化の進行、家庭・

地域を取り巻く環境の変化に対応して、

国では平成２７年度に「子ども・子育て

支援新制度」を実施します。それにあ

たり、市では地域の実情を踏まえた「子

ども・子育て支援事業計画」を策定し

ます。

このアンケートは、市民の皆さんの

教育・保育・子育て支援に関する実態

を把握し、計画策定の基礎資料とする

ものです。

調査票は１０月初旬ごろ発送予定です。

届いた家庭は、協力をお願いします。

■問合せ先 子ども家庭課 ０６（４３０９）

３１９４、�０６（４３０９）３８１７

保
育
所
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
顔
を
合
わ
せ
る
う
ち
に

親
し
く
な
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
さ
ひ
っ
こ
で
開
催
し
て
い

る
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
０
歳
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
親
が
交
流
す

る
場
）
の
利
用
者
が
集
ま
り
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
お
も
ち
ゃ

箱
」
が
７
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
月
に
２
回
、
赤
ち
ゃ

ん
と
マ
マ
た
ち
が
楽
し
く
交
流

し
て
い
ま
す
。

８
月
８
日
、
こ
の
日
は
会
員

の
９
組
全
員
が
参
加
。
生
後
数

か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
た
ち

が
あ
さ
ひ
っ
こ
の
サ
ー
ク
ル
部

屋
に
集
ま
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た（
写
真
）。

「
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
と

い
っ
て
も
、�
年
の
近
い
子
ど
も

の
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
で
集
ま

っ
て
み
よ
う
か
�
と
い
う
軽
い

感
じ
で
始
め
ま
し
た
。
難
し
い

手
続
き
も
な
い
で
す
し
、
会
員

に
な
っ
て
も
参
加
は
自
由
で
、

気
楽
に
や
っ
て
ま
す
」
と
会
員

の
諏
訪
さ
ん
。
今
後
に
つ
い
て

は「
み
ん
な
校
区
は
ば
ら
ば
ら
だ

け
ど
、
家
も
近
い
し
、
ず
っ
と

付
き
合
っ
て
い
け
る
関
係
を
こ

こ
で
築
い
て
い
け
た
ら
な
と
思

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

立
保
育
所
で
は
、
場
所
や
お
も

ち
ゃ
を
貸
し
出
し
た
り
、
ス
タ

ッ
フ
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り

し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
約
７０
の
子

育
て
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
い
方

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

保
育
所
、
子
育
て
支
援
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

子育て支援センター

問合せ先

０７２（９８０）８８７１
�０７２（９８５）１０５５

０６（６７４８）８２５１
�０６（６７４３）０５７７

０６（６７８８）１０５５
�０６（６７８８）２５９７

０６（６７２８）１８００
�０６（６７２８）２４１３

※今年度中にももの広場内に（仮称）楠根子育
て支援センターを開設予定。

名 称

所在地

あさひっこ
（旭町子育て支援センター）

旭町１―５

鴻池子育て支援センター

東鴻池町４―５―８

荒本子育て支援センター

荒本２―６―３５

長瀬子育て支援センター

長瀬町３―６―３

つどいの広場

問合せ先

０７２（９８５）１３３１

０７２（９５１）９６５３

０７２（９６２）２２８５

０７２（９６５）１０８０

０７２（９６６）８１１８

０６（６７２１）７７１２

０６（６７２５）６７８２

０６（６７８２）２８２１

０６（６７２１）６２４１

０８０（３０２８）６１８８

０６（６７４６）１２７７

０６（６７２８）２１３０

０８０（５７０４）１９６２

０７２（９８４）２８４１

０６（４３０７）４８２０

※つどいの広場は、乳幼児の親子が気軽に集い、交流し、子育
てに関する情報が得られる場所です。開設日時など、くわし
くはお問合せください。

所在地

善根寺町４―２―３８

中石切町４―６―１９

岩田町４―３―２２―２０６
希来里２階

菱江３―１２―１３

今米１―８―１８

菱屋西１―１６―２０

宝持４―６―３

西堤学園町３―１―１
東大阪大学内こど
も研究センター

岸田堂西１―６―３７

森河内西２―２７―４

稲田本町３―１９―６

近江堂２―６―３０

小阪本町１―５―２６

四条町１１―１４

長堂１―２０―１２

名 称

キッズステーション

親子 deカフェ あ・ん

若江岩田
みんなの広場きらりっこ

くすのき保育園
「くすのきわんぱくクラブ」

コロボックル

ひしの美保育園
「はぐ HUG ひしの美」

つみき

東大阪大学内こども広場

木の実保育園
「木の実わんぱく広場」

フタバ学園「あそぼ」

さわらび保育園
「わんぱく広場」

弥刀さつき保育園
「きららMe―Too―SATSUKI」

むぎの穂保育園
「ほしのこクラブ」

みんなのあ・ん

ほんわかルーム

一
人
で
が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
子
育
て
の
方
法子育て支援施設を紹介

頼もしい応援団がいます

知
っ
て
い
ま
す
か
�

病
児
・
病
後
児
保
育
室

子育て情報を発信
ヒントがいっぱい�

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る
＆
楽
し
む

子
育
て
仲
間
を
つ
く
ろ
う
�

心心を育てる３３つのポイント
子どもとの関わり方を考えよう

（６）平成２５年９月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年９月１５日（７）

mailto:hgso_12.108tmp@fofa.jp
mailto:hgso_12.107tmp@fofa.jp
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催しのつづき

市民グラウンドゴルフ大会

�時１１月１２日� �所荒本青少年運動広
場 �対市グラウンドゴルフ協会登録者
以外の市内在住・在勤（いずれか）の

方 �定６０人（申込先着順） �料３００円
�申１０月１０日�午前９時３０分～１１時３０分
に料金を持って市民会館４会議室に直

接

�問�市グラウンドゴルフ協会「金光」
０７２（９８７）１８３４ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

歩 こ う 会

�時１０月６日� ※雨天中止。 ☆イ

オン布施駅前店前に午前８時３０分集合、

正午ごろ解散 �対市内在住の方 �内近
鉄石切駅―旧生駒トンネル―旧河澄家住

宅―原始蓮の蓮池―東高野街道―野崎観音

�持弁当、飲み物 ※交通費が必要

�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

やまなみコンサート

�時１０月１２日�午後２時～４時 �対市
内在住・在勤・在学（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �内鈴木海渡さん（テノ
ール）と松永真澄さん（バイオリン）な

どによる演奏 �料２００円 �申往復ハガキ
に行事名、住所、氏名、電話番号を書

いて１０月４日�（消印有効）までに郵送
�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

東大阪商業フェスタ

このほど「東大阪商業フェスタ」を

開催します。フェスタ参加の市内１４０店

舗にチラシを持参すると、各店舗の優

待商品を購入できるなどのサービスが

受けられます。身近な市内商店を巡り

ませんか。 �時９月２１日�～３０日�
※チラシは９月２１日�に新聞折込で配
布。東大阪商工会議所ホームページ（h

ttp���syougyoufesta.com�）にも掲載。
�問�東大阪商工会議所中小企業相談
所 ０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）
３８４６

自慢の逸品を販売
東大阪物産フェア

市内企業３４社が自慢の逸品を販売し

ます。

�時９月２８日�・２９日�午前１０時～午
後８時 �所近鉄百貨店東大阪店特別催
事場（長堂１） ※販売商品など、く

わしくは東大阪商工会議所ホームペー

ジ（http���www.hocci.or.jp�）をご覧く
ださい。

�問�東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �商
業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

子ども映画サロン

映画「シュガー・ラッシュ」を上映

します。

�時１０月１９日�・２０日��午前１０時３０
分から �午後２時３０分から �定各１８９
人 �料５００円（事前予約４００円） ※電

話予約可。

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

市民美術センター
ひるさがりロビーコンサート

�時１０月１２日�午後１時３０分～２時１５
分（開場は午後０時５０分） �定１１０人
（抽選） �内『Nami』's SOUNDによ
るピアノ演奏「アラベスク」「愛の挨拶」

など �申往復ハガキ（１枚に３人まで）
に行事名、住所、氏名、電話番号、参

加希望人数と全員の氏名を書いて９月

３０日�（消印有効）までに郵送
�所�申�問〒５７８―０９２４吉田６―７―２２ 市民美

術センター ０７２（９６４）１３１３、�０７２
（９６４）１５９６

グリーンガーデンひらおか
レストラン臨時休業

グリーンガーデンひらおかのレスト

ラン業者の変更に伴い、レストランの

み１０月１日�は臨時休業となります。
�問グリーンガーデンひらおか ０７２

（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

秋の全国交通安全運動を実施

９月２１日から３０日まで「子どもと高

齢者の交通事故防止」「すべての座席の

シートベルトとチャイルドシートの正

しい着用の徹底」「飲酒運転の根絶」な

どに重点を置いて、秋の全国交通安全

運動を行います。

【交通安全市民大会】
大阪府警察音楽隊による吹奏楽演奏

や交通安全講習会を開催します。 �時
９月２５日�午後２時～４時 �所東体育
館 ※車での来場はご遠慮ください。

◇ ◇

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４、�
０６（６７２７）７５７８ �河内警察署 ０７２（９６５）

１２３４、�０７２（９６３）４８２３ �枚岡警察署
０７２（９８７）１２３４、�０７２（９８１）０３７７ �交通
対策室 ０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）３８３６

万が一の災害に備えて
災害時要援護者の登録を

災害時に、身体が不自由などの理由

により自力で避難することが困難な方

に、市では「災害時要援護者登録台帳」

への登録を勧めています。登録された

情報は、民生委員、自治会長、校区福

祉委員長などに提供し、地域での災害

時の安否確認や避難支援活動に活用す

るとともに、消防局による火災時の避

難誘導などに役立てられます。

ただし、登録によって災害時の支援

が保障されるものではありません。な

お、登録情報は、東大阪市個人情報保

護条例に基づき適正に取り扱います。

�申登録申出書に必要事項を書いて、郵
送または直接 ※登録申出書は市ウェ

ブサイトからダウンロード可。福祉事

務所、行政サービスセンター、市社会

福祉協議会などでも配布。

�申�問〒５７７―８５２１市役所福祉企画課
０６（４３０９）３１８１、�０６（４３０９）３８１５

弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で予約受付。月・水・金曜午後１時～４時

３０分、第２火曜午後５時～８時 ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で予約受付。いずれも

午後１時～４時 ０６（４３０９）３１０４、�０６
（４３０９）３８０１（本庁市民相談室） �日下
	奇数月の第２火曜�四条	第２・４木
曜�中鴻池	偶数月の第４火曜�若江岩
田駅前	第１・３木曜�楠根	偶数月の
第２火曜�布施駅前	第１・３火曜�近
江堂	奇数月の第４火曜
司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜午後２時

～３時３０分（当日先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作成

など。第１火曜午後１時～４時で予約不

要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜午前９

時３０分～午後４時（来所相談は予約制）

０７２（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

人権法律相談
いずれも午後１時～４時で予約制 �

第２火曜（荒本人権文化センター）	０６
（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�第４火
曜（長瀬人権文化センター）	０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】月～金
曜、土曜（月２回。要問合せ）午前９時～

午後５時３０分で予約制 ０６（６７２７）０１１３、

�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専
用）】月～土曜午前９時～午後９時（土曜
は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜午前１０
時～午後４時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。くわしくは

青少年補導センターホームページをご覧

ください。

【子育て相談ダイヤル】２４時間３６５日対
応 ０７２（９６１）０１７８（�兼用）
【子育て支援センター】�来所相談（予
約制）	月曜（鴻池）、水曜（あさひっこ）、
木曜（長瀬、荒本）午前９時３０分～午後

４時�電話相談	月～土曜午前９時～午
後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ、月曜日は休館）・０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３（長瀬）・
０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きんよう ご ぜん じ ご ご じ ぷん

月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６
ファクス しゃかいきょういく

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育
か

課）

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用のた

めの相談。月～金曜午前１０時～午後４時

０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院患者家族相談室】健康
上の不安や悩みなどの相談。午前８時３０

分～午後４時で予約制 ０６（６７８１）５１０１、

�０６（６７８１）２２７１
【救急安心センターおおさか】病気、

ケガ、応急手当の方法など。２４時間３６５日

対応 ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９

交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜午前
９時～午後４時で予約制 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談は月曜
が祝日の場合は実施し、翌火曜が休館

�面接相談（予約制）	火・木・土曜（５
週目を除く）午前１０時～正午・午後１時

～４時（第４火曜は午後６時～８時も。

休館の場合第３火曜）０７２（９６０）９２０５、�
０７２（９６０）９２０８�電話相談	火～日曜午
前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６、�
０７２（９６０）９２０８�労働相談（予約制）	第
２土曜午後１時３０分～４時２０分 ０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８�法律相談（予約
制）	原則第１水曜午後１時～４時 ０７２

（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

男性のための電話相談
第１土曜午後１時～５時、第３水曜午

後７時～９時 ０７２（９６６）５００２

若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】青年の就労や自立

あっせん

のための相談。職業紹介や斡旋は行いま

せん。第４木曜午後２時～５時 ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８（東大阪若者サポ
ートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介や斡旋は行いません。�月～

金曜午前９時～午後４時（労働雇用政策

室）	０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）３８４６
�月・水・金・土・日曜午前９時～午後
５時※土・日曜は月・水・金曜に要予約

（ユトリート東大阪）	０６（６７２１）６０００、
�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介や斡旋

は行いません。いずれも月～金曜午前９

時～午後４時 �永和	０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部	０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬	０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５
福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソーシャ
ルワーカーが相談に応じます。いずれも

午後１時３０分～４時で予約不要 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５（福祉企画課） �日
下	第３水曜日�四条	第１火曜日�中
鴻池	第１金曜日�若江岩田駅前	第１
月曜日�楠根	第３木曜日�布施駅前	
第１水曜日�近江堂	第１木曜日

※いずれも無料。休日と祝日は行
いません（子育て相談ダイヤルを
除く）。

定定 例例 相相 談談

「一人じゃない�」生きる喜び 感じよう
中学校１年生（人権作品集）

（８）平成２５年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

http://syougyoufesta.com/
http://www.hocci.or.jp/
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嘱託・アルバイト看護師の登録者

市立保育所で働く嘱託・アルバイト

看護師を募集します。 �対看護師の免
許を取得している方 �定各１人 �申履
歴書（写真貼付）に必要事項を書き、

看護師証の写しを添えて直接

�申�問保育課 ０６（４３０９）３１９６、�０６
（４３０９）３８１７

精神保健福祉相談補助員

�対昭和２４年１１月２日以降生まれで、
精神保健福祉士・社会福祉士（いずれ

か）の資格がある方 �定１人 試験日
１０月１３日� 雇用期間 １１月１日～来

年３月３１日（更新あり） �申応募用紙に
必要事項を書いて９月２７日�（郵送は２５
日�〈消印有効〉）までに直接または郵
送 ※応募用紙は市ウェブサイトから

ダウンロード可。健康づくり課でも配布。

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―３００ 健

康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

地域密着型サービス事業者

地域密着型サービスの整備を進める

ため、次のサービスを提供する事業者

を募集します。 募集内容 地域密着

型介護老人福祉施設入所者生活介護（小

規模特養）と認知症対応型共同生活介

護との併設の施設 �定４か所 選考方
法 書類審査、プレゼンテーション

�申必要書類を揃えて１１月１３日�～１５日
�に直接 ※応募書類などは９月１５日

�から市ウェブサイトでダウンロード
可。１７日�から高齢介護課でも配布。
�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�

０６（４３０９）３８４８

地域包括支援センター設置法人

来年３月３１日に廃止を予定している

地域包括支援センター四条の家が担当

している地域において、新たに設置法

人を募集します。くわしくは市ウェブ

サイトをご覧ください。 �申必要書類
を揃えて１０月２１日�～２５日�に直接
※募集要項などは市ウェブサイトから

ダウンロード可。１０月４日�まで高齢
介護課でも配布。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

グリーンガーデンひらおか
作品展の展示作品

１１月２日�～１３日�に開催する秋の
作品展に展示する絵画、写真、書道、

木工品、手芸などの作品を募集します。

�申１０月２９日�までに作品を持って直接
※月曜日は休館。

�申�問グリーンガーデンひらおか ０７２

（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済や多重債務などの相談に

弁護士が応じます。 �時９月２４日�午
後１時～４時 �対市内在住の方 �定６
人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

弁護士による法律相談
時 間 変 更

毎週月・水・金曜日に市役所本庁舎１

階相談室で行っている弁護士による法

律相談の相談時間が一部変更となりま

した。午後１時～４時を午後１時～４時

３０分としました。ぜひ、ご利用ください。

�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

子どもの人権１１０番
電話相談 ０１２０（００７）１１０

いじめ防止対策推進法が９月２８日に

施行されることを受け、９月３０日から

１０月４日まで子どもの人権１１０番強化週

間を実施します。

期間中は、子どもの人権専門委員（人

権擁護委員）がいじめや不登校、虐待

などの相談に電話で応じます（秘密厳

守）。 �時９月３０日�～１０月４日�午前
８時３０分～午後７時

�問�大阪法務局人権擁護部 ０６（６９４２）

９４９６ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

女性のための
法律・労働相談

女性をとりまく法律に関する相談に

女性弁護士が、解雇やセクハラ、パワ

ハラ、年金などに関する相談に女性社

会保険労務士が応じます。

【法律相談】
�時１０月２日�・１１月６日�・１５日�

・２０日�・１２月４日�午後１時～４時
�定各６人（１人３０分）
【労働相談】
�時１０月１２日�・１１月９日�・１２月１４
日�午後１時３０分～４時２０分 �定各３
人（１人５０分。電話相談可）

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の女性

※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（各相談日の１週間前までに要予約。

１人２００円）。 �申火曜日～日曜日午前
１０時～午後５時に電話で（法律相談は

２週間前から、労働相談は随時受付。

１０月１５日�・１１月５日�を除く）
�所�申�問イコーラム（男女共同参画セン
ター）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

男性のための電話相談

仕事や家庭などに関するさまざまな

男性の悩みに男性の心理カウンセラー

・心理相談員が応じます。 �時１０月５
日�・１１月２日�・１２月７日�午後１
時～５時、１０月１６日�・１１月２０日�・
１２月１８日�午後７時～９時 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の男性

相談電話 ０７２（９６６）５００２

�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー） ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０８

宅 建 相 談

�時９月２４日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

布施えびすバル

布施周辺のま

ちがバル（ひと

つの飲食店）と

なり、チケット

１枚でバル参加

飲食店の当日限

定メニューが１

つ飲食できま

す。チケット購入時に配布する「バル

マップ」を手に、食べ歩き・飲み歩き

を楽しみませんか。 �時９月２８日�午
前１１時から �所近鉄布施駅周辺の飲食

つづ

店（１００店舗） �料５枚綴り３，５００円（前
売券３，０００円） ※前売券は布施えびす

バルホームページ（http���fusebar.jp�）
およびバル参加飲食店で発売中。当日

券はイベント本部（布施駅前ほか）で

発売。

�問�布施えびすバル実行委員会事務
局 ０６（６７２７）９３００、�０６（６７２３）６０６８
�商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）
３８４６

まいにち せいかつ に ほん ご こま

毎日の生活で日本語に困っている
がいこくじんじゅうみん に ほん ご きょうしつ ひら

外国人住民のために日本語教室を開
か

いています。 とき・ところ �火
よう び ご ぜん じ じ ぷん い こ ー ら

曜日午前１０時～１１時３０分�イコーラ
む だんじょきょうどうさんかく せ ん た ー か

ム（男女共同参画センター） �火
よう び ご ご じ じ ひがしこうみんかん

曜日午後７時～９時�東公民館 �
すいよう び ご ご じ ぷん じ ご ご

水曜日午後１時３０分～３時・午後７
じ じ し みんかいかん もくよう び ご ご

時～９時�市民会館 �木曜日午後
じ じ ひろ ば くす ね

７時～９時�ももの広場（楠根）
にちよう び ご ぜん じ じ ぷん

�日曜日午前１０時～１１時３０分�くす
ぷ ら ざ わか え いわ た えきまえ

のきプラザ（若江岩田駅前）

◇ ◇
もうしこ といあわ さき えぬぴーおーほうじん

■申込み・問合せ先 �ＮＰＯ法人
ひがしおおさか に ほん ご きょうしつ むら い

東大阪日本語教室「村井」０８０（３１０９）
ぶん か こくさい か

５４４５ �文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、
ふぁくす

�０６（４３０９）３８２３

【ボランティアを募集】

日本語を教えるボランティアを募

集します。次のとおり講習会を開催

します。 �時９月２９日�午後１時３０分

～４時 �所市民会館第１会議室 �料

５００円

応募資格は次の要件をすべて満た

す方です。 �市内在住（住民登録）
または在勤 �婚約者、内縁者を含
む同居親族がいる（単身者でも昭和

３１年４月１日以前生まれなどの条件

を満たせば可） �住宅に困ってい
る（持ち家がある方は原則不可）

�所得が基準額以内（応募家族の月
収額が公営住宅は１５万８，０００円、改

良住宅は１１万４，０００円を超えると応募

不可）

募集住宅・戸数 �北蛇草住宅�
８戸（改良） �荒本住宅�３戸（公
営）、６戸（改良） ※家賃は住宅と収

入によって異なります（北蛇草は１

万１，１００円～２万２，３００円程度、荒本は

１万１，４００円～３万９，１００円程度）。敷

金は家賃の３か月分。

応募方法 応募用紙（１世帯１通

まで）に必要事項を書き、必要書類

を添えて所定の封筒で９月３０日�（消
印有効）までに郵送 ※応募用紙は

９月１８日�～３０日�に本庁住宅改良
室・市政情報コーナー、行政サービ

スセンター、人権文化センターで配

布。重複および暴力団員の応募不可。

現在居住の住宅や世帯の状況を審査

し、結果を１０月下旬に通知。後日、

実態調査と入居審査を行って入居者

を決定します。

くわしくは応募用紙に添付してい

る「しおり」をご覧ください。

�申�問住宅改良室 ０６（４３０９）３２３３、

�０６（４３０９）３８３４

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

に ほん ご べん きょう

日本語を勉強しませんか
Want to study Japanese?

市営住宅（空き家）の入居者を募集

住宅困窮度評定による

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年９月１５日（９）

http://fusebar.jp/
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まなぶのつづき

ものづくり大学校
１０月夜間講座

接着と粘着の仕組み、接着剤と粘着

剤の種類や性質についてわかりやすく

解説します。 �時�内�１０月２日��接
着剤の基礎 �９日��粘着剤の基礎
と評価 �１６日��接着剤の機能と応
用 �２３日��粘着剤の機能と応用
☆いずれも午後６時～８時（計４日間）

�定６０人（申込先着順） �料８，０００円 �申
講座名、住所、氏名、電話番号、会社

・所属名を９月１７日�からファクスま
たはＥメールで ※くわしくは市立産

業技術支援センターホームページ（htt

p���techsupport.jp�）をご覧ください。
�所�申�問市立産業技術支援センター

０６（６７８５）３３２５、�０６（６７８５）３３６３、�sa
ngi@techsupport.jp

障害者のための教室

【自主訓練教室】
理学療法士が指導します。 �時１１月～
来年３月�第１～４月曜日午後１時３０
分～３時３０分（計２０日間） �第１・３
土曜日午前９時３０分～１１時３０分（計１０

日間） �所高井田障害者センター �対
市内在住の障害者 �定各５人（抽選）
※医師の意見書が必要。

【知的障害者のための体操教室】
体操やレクリエーションを通して体

のスムーズな動かし方を学びます。

�時１０月１７日～来年３月２０日の第１・３
木曜日午後６時～７時（計１１日間）

�所高井田障害者センター �対市内在住
の知的障害者 �定１０人（抽選）
【障害者スポーツ「ボッチャ」体験】
�時１０月２７日�・１１月２４日�・１２月２２
日�午後１時３０分～３時３０分 �所市民
ふれあいホール（鳥居町） �対市内在
住の障害者 �定各３０人（抽選）

◇ ◇

�申９月３０日�までに電話で（ファク
ス、直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

イコーラムカレッジ
食べることは生きること

日頃当たり前にしている�食べる�
ことを見つめ直してみませんか。 �時
１０月１９日	午後２時～４時 �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の方 �定
２０人（抽選） �講追手門学院大学教授
の中村このゆさん ※１歳６か月～就

学前幼児の保育あり（定員１０人で申込

先着順。１人２００円）。 �申ハガキに講
座名、受講動機、住所、氏名、電話・

ファクス番号、保育の有無（必要な場

合は子どもの氏名と生年月日も）を書

いて１０月１２日	（必着）までに郵送（電
話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

モノづくり人材育成塾

モノづくりに関する基礎講座を受講

後、企業実習を行い就職につなげます。

�時�内１０月１７日
～１１月１５日��基礎講
座（１１日間）�製図、アーク溶接作業、
測定法、切削理論、工作法 �企業実
習（５日間） �所東大阪高等職業技術専
門校ほか �対市内在住の３９歳までの求
職中の方 ※学生を除く。

【説明会】
�時９月２７日�午後２時から �所東大
阪商工会議所別館

◇ ◇

�申�問東大阪商工会議所企画調査部
０６（６７２２）１１５９、�０６（６７２５）３６１１
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

手話体験教室

�時１１月２日	・９日	・１６日	・３０
日	・１２月７日	午後２時～３時４５分
（計５日間） �所盾津鴻池公民分館 �対
全日程受講できる手話初心者 �定３０人
（申込先着順） �料１，０００円 �申１０月１８日
�までに電話で（ファクス、直接も可）
�申�問ボランティア・市民活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

がんの治療と出産のはざまで葛藤す

る外科医とその夫の姿を描いた作品「余

命」を鑑賞します。 �時１０月８日�午前
１０時～午後０時３０分・午後２時～４時

３０分 �対市内在住・在勤・在学（いず
れか）の方 �定各４０人（当日先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（定員各１０人で申込先着順。１人３００円。

１０月１日�までに要予約）。
�所�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

文化財ボランティア研修会

古代の豪族の馬飼氏と継体大王との

つながりを考えます。 �時１０月６日�
午後１時３０分～３時３０分 �対市内在住
の方 �定９０人（当日先着順） �講四條
畷市歴史民俗資料館の野島稔さん

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セン
ター）０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）９４１１

地域女性リーダー養成講座
つくろう！誰もが暮らしやすいまち

�時�内�１０月２６日	午後２時～４時�
地域女性リーダー力で、みんなにやさ

しいまちづくり �１１月４日�午後２
時～４時�暮らしたいまち安心なまち
～災害と向き合う、防災・減災編 �
９日	午後２時～４時�暮らしたいま
ち安心なまち～ネットワーク編 �１６
日	・２３日午前９時３０分～午後０時
３０分�地域課題から考えるまちづくり
※計５日間。 �対市内在住・在勤・在
学（いずれか）の女性 �定２０人（抽選）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（定員１０人で申込先着順。各開催日の

１週間前までに要予約。１０月２６日・１１

月４日・９日は１人２００円、１１月１６日・

２３日は１人４００円）。 �申ハガキに講座
名、受講動機、住所、氏名、電話・フ

ァクス番号、保育の有無（必要な場合

は子どもの氏名と生年月日も）を書い

て１０月１９日	（必着）までに郵送（電
話、ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

アーチェリークラブ

自然の中で楽しみながら、アーチェ

リーの基礎を学びませんか。

�時１０月１３日�午前９時～午後４時３０
分 ※雨天中止。 �対小学生以上の方
�定２４人（申込先着順） �料１，５００円 �持
運動ができる服・靴、帽子、飲み物、タオ

ル、軍手、虫よけスプレー �申９月１５日
�午前９時～３０日�午後５時に電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野外
活動センター）０７２（９８６）１５５１、�０７２
（９８６）１５５０

就職につなげよう�

【パソコン基礎講座】
ワード、エクセル、パワーポイント

を活用してビジネス文書を作成します。

�時１０月８日�・９日�午前１０時～午後
５時（計２日間） �申９月１７日�～１０
月２日�に電話で
【知っておきたいマナー講座】
敬語や電話対応の基本を学びます。

�時９月２５日�、１０月２日�、１６日�、
３０日�午後１時３０分～３時 �持筆記用
具 �申９月１７日�～２０日�に電話で

◇ ◇

�対１５歳～３９歳の求職中の方 �定各８
人（申込先着順）

�所�申�問東大阪若者サポートステーシ
ョン（高井田元町２）０６（６７８７）２００８、

�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

農の講習会

�時１０月２１日�・２３日�午後２時～４
時 �所市民会館大集会室 �対市内の貸
し農園などの利用者 �定各５０人（抽選）
�内野菜の栽培と病害虫防除 �持筆記用
具 �申往復ハガキに講習会名、希望日、
住所・氏名（返信用にも）、利用園、手

話通訳の有無を書いて９月２７日�（消印
有効）までに郵送

�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

【事例１】
３年前に最初の１年間は無料とい

う条件で、新聞を５年間購読する契

約をした。契約が２年残っているが、

支払いが苦しくなり解約を申し出た

ところ、無料期間に配達された新聞

やもらった景品（ビールやお米）の

代金を解約料として請求された。支

払わなければいけないのか。

【事例２】
３年後に購読する契約を３年前に

したが忘れていた。景品にビールを

もらった覚えがあるが、他の新聞を

購読しているので解約したい。

新聞を訪問販売で契約した場合は、

特定商取引法の規制を受け、契約書

の交付義務やクーリング・オフの規

定があります。契約書面を受け取っ

てから８日間は無条件で解約できま

すが、その期間を過ぎると消費者の

都合で一方的に解約することはでき

ません。販売店と話し合い、合意解

約をめざすことになります。

契約時に多額の景品の提供を受け

長期契約を結ぶと、中途解約時に景

品相当額の返金を求められるなど、

トラブルになるケースが増えていま

す。

新聞を契約する時は、景品で選ぶ

のではなく、紙面の内容などを吟味

し、契約期間が妥当かどうかなども

考えて慎重に選びましょう。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

１０月１４日に、市民スポーツ祭典
を開催します。陸上競技大会をはじ

め、リズム体操やソフトテニス、体

力・運動能力テストなどを各会場に

分かれて行います（表参照）。

なお、ケガなどの事故に関しては、

応急処置は行いますが以後の責任は

負いません。

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

備 考

申込みをした方は、競技のエント
リー時間までに会場へ（開会式は
８時３０分から）。小学生を対象とし
た陸上教室もあります（申込不要）。

申込みをした方は、運動ができ
る服で、直接会場へ。

運動ができる服で、室内用シュ
ーズを持って、直接会場へ。

運動ができる服で、ソフトテニ
スラケット、テニスシューズを
持って、直接会場へ（雨天中止）。

運動ができる服で、バドミントン
ラケット、シャトルコック、室内用
シューズを持って、直接会場へ。

運動ができる服で、室内用シュ
ーズを持って、直接会場へ。

※事前申込みが必要。くわしくは市政だより９月１日号をご覧ください。

ところ

トライスタジアム
（花園中央公園多
目的球技広場）

春宮いきいき広場

東体育館

三ノ瀬公園庭球場

東大阪アリーナ
大アリーナ

東大阪アリーナ
小アリーナ

時間

午前８時３０分
～午後５時

午前９時
～正午

午前１０時３０分
～正午

午前１０時～
午後４時

午後１時～
午後４時

午後１時～
３時３０分

行事名

陸上競技大会
（※）

世代間交流
グラウンドゴ
ルフ大会（※）

リズム体操

ソフトテニス

バドミントン

体力・運動能
力テスト

市民スポーツの祭典
体育の日に心地よい汗を

～緊急度レベル★★★☆☆

新聞の解約
トラブルに注意�

（１０）平成２５年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

mailto:sangi@techsupport.jp
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認知症について
いっしょに学びませんか

認知症の基本的な知識や予防につい

て、寸劇を交え楽しく学びます。 �時
９月２１日�午後１時３０分～３時３０分
�対市内在住の方 �定５０人（申込先着順）
�所�申�問総合福祉センター内ボランテ
ィア・市民活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

バランス健康体操教室

�時９月３０日�・１０月２８日�・１１月２５
日�午後１時３０分～３時（計３日間）
�対市内在住の６０歳以上の方 �定４０人（申
込先着順） �持運動ができる服、５本
指の靴下、飲み物、タオル �申９月１７
日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

初心者向けマネープランセミナー

�時１０月１１日�・２５日�午後７時～８
時３０分（計２日間） �対１８歳以上の方
�定２０人（申込先着順） �料２，０００円
�持筆記用具 �申１０月４日�までに電話
または直接

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

角田総合老人センターの教室＆催し

【私が歩んだ青春の集い】
コンサー

トや医療と

介護の劇を

します。

�時９月２８日
�午後１時～３時 �定８０人（申込先着
順）

【みんなの体操ひろば】
�時９月２６日�午後１時３０分～３時
�内転倒予防体操など �持運動ができる
服・靴、飲み物、タオル ※申込不要。

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

市民福祉講座
誰かにＳＯＳが出せる地域へ

�時�内�１０月５日��講演「大阪二児
置き去り死事件はなぜ起きたのか？」

フリーライターの杉山春さん、行政報

告「市内の児童虐待をめぐる現状と課

題」、講演「児童養護施設の現場から」

児童養護施設生駒学園施設長の辻本謙

嗣さん �１０月１２日��シンポジウム
「親と子どもが孤立しない地域づくり」

関西大学教授の山縣文治さん ☆いず

れも午後１時～４時 ※計２日間。手

話通訳あり。要約筆記・保育は９月２０

日�までに要予約。 �対全日程受講でき
る方 �定８０人（申込先着順） �料５００円
�申ハガキに講座名、住所、氏名、年齢、
職業、電話番号、要約筆記・保育の有

無を書いて９月２７日�（必着）までに郵
送（電話、ファクス、直接も可）

�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―１３
総合福祉センター内ボランティア・市

民活動センター ０６（６７８９）５５５０、�０６
（６７８９）２９２４

パソコン教室

個別指導のパソコン教室（１時間１，２６０

円で月謝制）を開催しています。まず

は、説明会にお越しください。

説明会�時火・木曜日正午から・午後
４時から、土曜日正午から

�所�申�問東大阪商工会議所 ０６（６２２４）

４３００、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

学な美の講座

�時１０月３日�午後１時３０分～３時３０
分 �対市内在住の６０歳以上の方 �定３０
人（申込先着順） �内防災対策の講話、簡
単なストレッチ体操 �持運動ができる
服 �申９月１７日�から電話または直接
�所�申�問高井田老人センター ０６（６７８９）

３７５１、�０６（６７８９）９１７４

市民ふれあいホールの教室

まずは体験にお越しください。体験

は無料です。

【リラックスヨガ教室】
�時火曜日午後１時～２時・午後７時

１５分～８時１５分、金曜日午前１０時～１１

時 �対１８歳以上の女性 �定各３０人（申込
先着順） �料３，１５０円（月４回）

ヒ ッ プ ホ ッ プ

【ＨＩＰＨＯＰ教室】
ストリート系の音楽に合わせて踊り

ます。 �時水曜日午後１時～１時５０分
�対１８歳以上の女性 �定３０人（申込先着
順） �料３，１５０円（月４回）

ズ ン バ

【ＺＵＭＢＡ教室】
世界中のダンス音楽を取り入れた運

動です。 �時水曜日午後２時～２時５０
分 �対１８歳以上の女性 �定３０人（申込
先着順） �料３，１５０円（月４回）

ズ ン バ ゴ ー ル ド

【ＺＵＭＢＡ ＧＯＬＤ教室】
ＺＵＭＢＡより遅いリズムの曲で運

動します。 �時金曜日午前１１時１０分～
正午 �対１８歳以上の女性 �定３０人（申
込先着順） �料３，１５０円（月４回）
【姿勢改善体操教室】
ボールを使った簡単なエクササイズ

です。 �時金曜日午前１１時～正午 �対１８
歳以上の女性 �定１５人（申込先着順）
�料３，１５０円（月４回）

カ キ ラ

【ＫａＱｉＬａ教室】
腰痛・肩こり・関節痛の改善などに

効果があります。 �時金曜日午前１０時
～１０時４５分・午前１１時～１１時４５分 �対
１８歳以上の女性 �定各１０人（申込先着
順） �料３，１５０円（月４回）
【ジュニアテニス教室】
スポンジボールを使用します。 �時
�対土曜日�午前９時～１０時�幼稚園児、
小学校低学年 �午前１０時～１１時�小
学生 �午前１１時～正午�小学生 �定
各１０人（申込先着順） �料３，１５０円（月４
回）

【ジュニアバレエ教室】
�時土曜日午前１０時～１１時（計８日間）
�対３歳～小学生 �定１０人（申込先着順）
�料８，４００円

◇ ◇

�持運動ができる服、室内用シューズ、
飲み物、タオル、ヨガマット（リラックス

ヨガ教室、KaQiLa 教室） �申教室名、
希望時間、住所、氏名（ふりがな）、年

齢、電話番号を電話またはファクスで

�所�申�問市民ふれあいホール（鳥居町）
０７２（９８２）６５６３、�０７２（９８２）２７６８

市と市社会福祉協議会では、今年

ダイヤモンド婚式（結婚６０年）また

は金婚式（結婚５０年）を迎える夫婦

を祝福する「ダイヤモンド婚・金婚

夫婦のつどい」を１０月１９日�に市民
会館市民ホールで開催します。

つどいへの参加は、地域の校区福

祉委員長にお申込みください。申込

みいただいた夫婦へは、案内状を送

付します。また、当日参加できない

場合は、記念品を贈呈します。

本人からだけでなく、家族からの

申込みも受け付けます。

�対�結婚６０年�昭和２８年に結婚し
た夫婦 �結婚５０年�昭和３８年に結
婚した夫婦

�問�市社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４ �高齢介
護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）
３８４８

体育の日の１０月１４日、東大阪アリ

ーナでは、元オリンピック選手の古

川静香さんを招いてのバドミントン

イベントやプールの開放、スポーツ・

カルチャー教室などを行います。ス

ポーツ・文化の秋を楽しみませんか。

【バドミントンイベント】
�時午前９時２０分～正午 �対バドミ
ントン経験者 �定１５０人（抽選） �内
元オリンピック選手によるワンポイ

ントレッスン、エキシビションマッ

チなど �申往復ハガキ（１人１枚ま
で）に行事名、住所、氏名、年齢、

性別、電話番号、バドミントン歴（年

数）を書いて９月２０日�（必着）ま
でに郵送

【プール開放】
�時午前９時３０分～正午、午後０時

３０分～３時、午後３時３０分～６時

�対おむつが取れている３歳以上の方
※小学校３年生以下の方は保護者同

伴。 �定各２００人（当日先着順） ※

完全入替制。各開始の３０分前から整

理券を配布します。ロッカー代（１００

円）が必要。

【スポーツ・カルチャー教室】
時間、対象などは表のとおりです。

いずれも申込先着順。 �申９月１５日
�から電話で

◇ ◇

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

定員

１０人

２０人

２０人

２０人

２０人

各２０人

各２０人

４０人

５０人

５０人

※ペン習字は筆ペンとボールペン、フラワーアレンジメントははさみと材料費
５００円、竹の水鉄砲作りは材料費５００円とロッカー代１００円を持参してください。

対 象

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

１８歳以上の方

４歳～小学校３年生

１８歳以上の方

４歳以上の方
※保護者の同伴可。

平成２１年４月１日以前
に生まれた方
※小学校３年生以下の
方は保護者同伴。

１８歳以上の方

１８歳以上の方

時 間

午前１０時～１１時

午前１０時～１１時

午前１１時１５分～午後０時１５分

午前１１時１５分～午後０時１５分

午後０時３０分～１時３０分

午後２時～３時

午後３時３０分～４時３０分

午後２時～３時

午後３時３０分～４時３０分

午前９時～１０時３０分

午前１０時～１０時４５分

午後１時～１時４５分

教室名

ＢＧＭ体操

フットケア＆
リラックス

私の四柱推命

操体法

チアダンス

ペン習字

フラワー
アレンジメント

竹の水鉄砲作り

水中ウォーキング

アクアビクス

ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどい

対象夫婦は申込みを

市民スポーツの祭典

参参 加加 者者 募募 集集

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年９月１５日（１１）
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市
で
は
、
情
報
の
共
有
や

活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
た
め
「
東
大
阪
環
づ
く

り
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
会
議
に
参
加

す
る
市
民
委
員
と
環
境
活
動

を
行
う
団
体
か
ら
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

◇
会
議
の
と
き

１１
月
２

日
�
午
前
１０
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
研
修
室

◇
対
象

▽
市
民
委
員
�

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学（
い

ず
れ
か
）の
１８
歳
以
上
の
方

▽
環
境
団
体
推
薦
委
員
�
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
い

ず
れ
か
）
の
構
成
員
が
７
人

以
上
で
、
文
書
に
よ
る
規
約

な
ど
が
あ
り
、
過
去
３
年
間

に
市
内
で
環
境
に
関
す
る
啓

発
や
活
動
を
行
っ
て
い
る
非

営
利
の
市
民
団
体

※
公
務
員
は
不
可
。

◇
定
員

▽
市
民
委
員
�

７
つ
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
地
域
ご

と
に
２
人
で
計
１４
人
程
度（
抽

選
）

▽
環
境
団
体
推
薦
委

員
�
２
団
体
（
１
つ
の
団
体

か
ら
７
リ
ー
ジ
ョ
ン
地
域
ご

と
に
１
人
で
計
１４
人
程
度
、

抽
選
）

◇
申
込
方
法

応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
き
、
環
境

団
体
推
薦
委
員
は
過
去
３
年

間
の
活
動
実
績
、推
薦
者
名
、

団
体
の
規
約
を
添
え
て
９
月

３０
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

も
可
）

※
応
募
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。環
境
企
画
課
で
も
配
布
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
環
境
企

画
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
９
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
１
８
、Ｅ
メ
ー
ル

k
a
n
k
y
ok
ik
a
k
u
@
cit

y
.h
ig
ash
iosak

a.lg
.jp

東
大
阪
市
版
地
域
分
権
へ
の
第
一
歩
と
な

る
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
が
８
月
下
旬
、

市
内
７
か
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
地
域
合

わ
せ
て
５
１
１
人
の
地
域
住
民
ら
が
参
加
。

「
地
域
活
動
の
相
互
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想
い
や
地
域
固
有
の

課
題
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
あ
い
ま
し
た（
写

真
）。この

意
見
交
換
会
は
、
本
市
独
自
の

地
域
分
権
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
想
い
を
も
つ
皆
さ
ん
が

自
由
に
意
見
を
交
わ
せ
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
今
年
度
は
Ａ

〜
Ｇ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
４
回
開
催

し
ま
す
。

１０
月
に
は
、「
地
域
課
題
と
魅
力
の
抽

出
」
を
テ
ー
マ
に
第
２
回
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
地
域
の
あ
る
べ
き
理
想

像
を
語
り
、
現
状
と
比
較
す
る
こ
と
で

地
域
の
課
題
や
魅
力
を
見
出
し
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
ど

な
た
で
も
興
味
が
あ
る
地
域
の
意
見
交

換
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
参
加
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

現
在
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ど
う
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
Ａ
地
域
�
１０

月
３
日
�
、
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
日
下
）

▽
Ｂ
地
域
�
１
日
�
、
や
ま
な
み
プ
ラ

ザ
（
四
条
）

▽
Ｃ
地
域
�
８
日
�
、

グ
リ
ー
ン
パ
ル（
中
鴻
池
）

▽
Ｄ
地
域

�
１０
日
�
、
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
（
若
江

岩
田
駅
前
）

▽
Ｅ
地
域
�
７
日
�
、市

役
所
本
庁
舎
１８
階
大
会
議
室

▽
Ｆ
地

域
�
１１
日
�
、
夢
広
場（
布
施
駅
前
）

▽
Ｇ
地
域
�
２
日
�
、は
す
の
広
場（
近

江
堂
）

☆
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

◇
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
９
月
２５
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
市
民
協
働
室
、
市

民
プ
ラ
ザ
で
も
配
布
。

※
第
１
回
の
内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
―

８
５

２
１
市
役
所
市
民
協
働
室

０
６（
４
３

０
９
）３
３
１
９
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２
、
Ｅ
メ
ー
ルm

a
ch
ik
a
i

@
city
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

第２回からでも参加できます

２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
花
園

開
催
に
向
け
た
誘
致
活
動

を
さ
ら
に
広
め
よ
う
と
、

市
民
公
募
し
て
い
た
ラ
ガ

ー
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
を
考

案
し
た
小
川
清
さ
ん
（
６７

歳
、
横
小
路
町
３
・
写
真

左
）
が
、
こ
の
ほ
ど
野
田

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

こ
の
日
は
、
決
定
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
作
製

さ
れ
た
真
新
し
い
ラ
ガ
ー

シ
ャ
ツ
が
野
田
市
長
か
ら

小
川
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

野
田
市
長
が
「
新
た
な

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
が
加
わ
り
、

誘
致
に
向
け
て
パ
ワ
ー
が

生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
と
、
小
川
さ
ん
は

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
誘
致
に
向
け
て
一

役
か
え
れ
ば
と
思
い
応
募

し
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
く
ん

の
か
わ
い
さ
を
意
識
し
て

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

東
大
阪
が
世
界
に
知
れ
渡

る
よ
う
、
ぜ
ひ
花
園
誘
致

を
成
功
さ
せ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
花
園
開
催
へ
の
熱

い
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。今

後
、
こ
れ
ま
で
の
ラ

ガ
ー
シ
ャ
ツ
と
あ
わ
せ
て
、

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
活
用

し
誘
致
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

市
立
小
阪
小
学
校
の
芝
生

の
育
成
や
維
持
管
理
に
取
り

組
む
「
小
阪
小
学
校
校
庭
芝

生
化
実
行
委
員
会
」
が
、
こ

の
ほ
ど
大
阪
府
か
ら
「
お
お

さ
か
芝
生
優
秀
賞
」
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
府
内
の
小
学

校
で
芝
生
活
用
に
功
績
が
あ

る
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、

校
庭
の
芝
生
化
を
さ
ら
に
推

進
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
大
阪
府
が
今
年

度
創
設
し
た
も
の
で
す
。

小
阪
小
学
校
校
庭
芝
生
化

実
行
委
員
会
は
、
校
庭
を
芝

生
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
１５
年
に
設
立
。
翌
年
に
は

校
庭
１
２
０
０
�
に
芝
生
を

整
備
し
、
こ
れ
ま
で
地
域
の

方
や
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

ら
で
芝
生
へ
の
散
水
や
芝
刈

り
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
住

民
ら
で
協
力
し
て
維
持
管
理

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
関
係
者
に
よ
る
と
、

校
庭
が
芝
生
に
な
っ
た
こ
と

で
、
芝
生
の
上
で
逆
立
ち
を

し
た
り
裸
足
で
お
に
ご
っ
こ

を
し
た
り
す
る
な
ど
、児
童
た

ち
の
遊
び
方
が
変
わ
る
と
と

も
に
ケ
ガ
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
秋

に
は
赤
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う

よ
う
に
な
り
、
校
庭
の
光
景

が
良
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

９
月
５
日
に
市
長
を
表
敬

訪
問
し
た
実
行
委
員
長
の
高

田
尚
紀
さ
ん
は
「
今
後
も
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り

良
い
芝
生
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
協
力
で
芝
生

を
維
持
管
理
�
夏
休
み
の

キ
ャ
ン
プ
を
校
庭
で
�

市役所を訪れた実行委員会
のメンバー

第
１
回
意
見
交
換
会

「おおさか芝生優秀賞」を受賞

小阪小校庭芝生化実行委員会

東東大大阪阪市市版版地地域域分分権権へへのの第第一一歩歩

地地
域域
住住
民民
らら
計計
５５
００
００
人人
がが
参参
加加

わだい

市
民
デ
ザ
イ
ン
の

環
境
を
守
り
育
む
た
め
に

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
で
花
園
誘
致
へ
�

わ環
づ
く
り
会
議
に
参
加
し
よ
う

考
案
者
の
小
川
さ
ん
が
市
長
表
敬

（１２）平成２５年９月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
、
自
分
の
家
族
も

自
分
自
身
も
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
っ

た
ら
ど
う
生
き
た
い
か
を
考
え
た
う
え
で
、
認

知
症
の
人
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
た
人
も
そ
の
家
族
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、
地
域
で

支
援
す
る
と
と
も
に
、理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、

周
囲
の
支
援
や
認
知
症
へ
の
正

し
い
理
解
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

体
制
が
必
要
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
た
人
や
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業

や
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
】

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者

の
こ
と
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
で
誰
で
も

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
市
内
に
は
約
１
万
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
地

域
の
方
だ
け
で
な
く
、
小
学
校

や
中
学
校
、
商
店
な
ど
に
も
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
い
る
お
店
や

企
業
は
、
登
録
店
の
ス
テ
ッ
カ

ー
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ロ
バ
隊
長

が
目
印
で
す
。

今
後
さ
ら
に
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

角
田
総
合
老

人
セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９

６
２
）
８
０
１
１
、
�
０
７
２

（
９
６
３
）
２
０
２
０

【
Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
（
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）】

こ
こ
数
年
、
全
国
で
認
知
症

の
人
が
行
方
不
明
に
な
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
発
見

が
遅
れ
る
と
生
命
に
関
わ
る
緊

急
事
態
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

は
い
か
い

徘
徊
な
ど
に
よ
り
高
齢
者
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に
、

早
期
に
保
護
で
き
る
よ
う
今
年

２
月
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

徘
徊
す
る
可
能
性
の
あ
る
高

齢
者
が
い
る
家
族
が
事
前
に
登

録
し
て
お
く
と
、
も
し
行
方
不

明
に
な
っ
た
と
き
に
、
協
力
員

に
な
っ
て
い
る
市
内
の
公
共
機

関
や
企
業
に
情
報
が
メ
ー
ル
で

配
信
さ
れ
、
捜
索
の
協
力
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
保

護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

角
田
総
合
老

人
セ
ン
タ
ー

【
成
年
後
見
制
度
】

認
知
症
の
た
め
に
理
解
力
や

判
断
力
が

低
下
し
、

財
産
な
ど

の
管
理
が

難
し
く
な

っ
た
人
を

保
護
し
、

サ
ポ
ー
ト

す
る
制
度
で
す
。
お
近
く
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
表
参

照
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

【
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
】

認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
物
事

を
理
解
し
た
り
、
判
断
し
た
り

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
方

が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や
日
常
的

な
援
助
な
ど
を
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉

協
議
会
内
日
常
生
活
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
２
６
）

２
５
１
５
、�
０
６（
６
７
２
６
）

２
４
６
４

◇

◇

◇
問
合
せ
先

高
齢
介
護
室

高
齢
介
護
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
８
５
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
８

地域包括支援センター
地域包括支援センターでは、介護保険を利用する方や介護保険利
用対象外の方で支援を必要とする高齢者およびその家族の相談に応
じています。また、必要に応じて職員が家庭への訪問もしますので、
気軽にご利用ください。
なお、地域包括支援センターでは要支援の方の介護予防ケアプラ
ンの作成も行っています。お住まいにより担当の地域包括支援セン
ターが決まっていますので、くわしくは市ウェブサイトをご覧いた
だくか、高齢介護室高齢介護課へお問合せください。

電話・ファクス番号

０７２（９８６）０２１１、�０７２（９８６）９００３
０７２（９８３）２２５５、�０７２（９８３）２２７７
０７２（９８３）７７２５、�０７２（９８３）７７０１
０７２（９８５）７７７２、�０７２（９８５）１７２２
０７２（９８７）７５０５、�０７２（９８７）９８５５
０７２（９８６）３６８０、�０７２（９８８）０１３４
０７２（９６４）０３０８、�０７２（９６４）３０６０
０７２（９６０）８６６６、�０７２（９６１）２０５０
０７２（９６０）６０７２、�０７２（９６０）６０８０
０７２（９６６）７７５６、�０７２（９６６）５０１５
０６（４３０７）０１６５、�０６（４３０７）０４４４
０６（６７４８）８００９、�０６（６７４８）８０１０
０６（７６７０）３７００、�０６（６７８７）３８８５
０６（６７８２）１３１３、�０６（６７８２）１３１４
０６（６７２７）０２１３、�０６（６７２７）０７３０
０６（６２２４）５１１１、�０６（６７２４）８２３２
０６（６７２８）３０９９、�０６（６７２８）３０９２

０７２（９６３）６６６３、�０７２（９６３）２０２０

０６（６７２６）２５３３、�０６（６７２６）２５４４

所在地

善根寺町１―５―３１

布市町２―１２―２

南荘町１３―３８

出雲井本町３―２５

南四条町１―１

上六万寺町１３―４０

古箕輪１―３―２８

横枕８―３４

吉田本町１―１０―１３

玉串町東１―１０―２０

若江南町３―７―７

稲田新町１―１０―１

御厨南３―１―１８

高井田元町１―１９―２４

下小阪４―７―３６

岸田堂北町６―１

寿町１―９―３９

角田２―３―８
（角田総合老人センター内）

荒川３―４―２３

名 称

ビオスの丘

布市福寿苑

千寿園

福寿苑

四条の家

なるかわ苑

みのわの里

春光園

アーバンケア島之内

向日葵

アンパス東大阪

アーバンケア稲田

サンホーム

レーベンズポルト

ヴェルディ八戸ノ里

たちばなの里

イースタンビラ

市社会福祉
協議会 角田

市社会福祉
協議会 荒川

基
幹
型

平成２５年度保存版 高齢者のための制度を紹介

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

９月は高齢者保健福祉月間です

認知症サポーター登
録店に貼られるステッ
カー�とサポーターがい
ることを示すぬいぐるみ㊧

（１）



地域の身近な施設を活用して、住民参加による
日帰り援助サービスを提供する「街かどデイハウ
ス」を市内１７か所に開設しています。対象は、介
護保険制度を利用していない市内在住の６５歳以上
の方です。ぜひ、ご利用ください。 内容 趣味
活動（手芸、折り紙、習字、ちぎり絵）、ゲームや
パズル、介護予防活動（運動機能向上、認知症予
防、口腔ケア）、レクリエーション活動、昼食 ※
開設日時や利用料など、くわしくはお問合せくだ
さい。所在地については、市ウェブサイト内「ｅ
～まちマップ」にも掲載しています。
■問合せ先 �街かどデイハウス �東・中・西
福祉事務所高齢福祉係 �高齢介護室高齢介護課

■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

■市社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

■高齢介護室給付管理課
０６（４３０９）３１８６、�０６（４３０９）３８１４
■障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５

■東大阪税務署 ０６（６７２４）０００１ ※自動音声案内。
■国税庁ホームページ http:／／www.nta.go.jp／
■市社会福祉協議会内日常生活自立支援センター
０６（６７２６）２５１５、�０６（６７２６）２４６４

■大阪家庭裁判所後見係 ０６（６９４３）５８７２
■指導監査室居宅事業者課
�（指導）�０６（４３０９）３３１７、�０６（４３０９）３８１３
�（指定）�０６（４３０９）３３１８、�０６（４３０９）３８１３

■東・中・西保健センター
�東�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

■指導監査室施設課
０６（４３０９）３３１５、�０６（４３０９）３８１３
■健康づくり課
０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

■
自
立
生
活
支
援
事
業

サービス・事業名 内 容 問合せ先
日常生活用具の給
付★

在宅のひとり暮らしの要援護高齢者などに日常生活用具（電磁調理器、火災警報機、自動消火器）
を給付します。なお、火災警報機、自動消火器は低所得者が対象です。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

緊急通報装置のレ
ンタル★

ひとり暮らしの高齢者などが、家庭での事故や突然の病気のとき、ペンダントのボタンを押すと
受信センターにつながり、適切な対応をします。自宅に固定電話があることと、近隣に２人の協
力員が必要です。

福祉電話の貸与☆ ひとり暮らしの高齢者などで電話がない方に、緊急時に連絡するための電話を貸し出します。所
得制限があり、通話料金は利用者負担です。

訪問理美容サービ
ス事業☆

要介護３～５と認定され、理美容店に行くことが困難な在宅の高齢者に、理美容師が訪問して理
美容サービスを行います。理美容代は利用者負担です。

街かどデイハウス
運営事業☆

虚弱などにより軽度の援助を必要とする在宅の高齢者に、地域の身近な施設を活用して、趣味や
創作、レクリエーション、介護予防など、住民参加による日帰り援助サービスを提供します。

車いす貸出事業 一時的に車いすを必要とする高齢者などに貸し出します（原則１０日以内）。なお、介護保険の福祉
用具貸与などの代替ではありません。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

ひとり暮らし高齢
者等訪問相談事業 民生委員がひとり暮らし高齢者の家庭を訪問して、さまざまな相談に応じます。 ○市社会福祉協議会

ひとり暮らし高齢
者実態把握事業

民生委員や介護支援専門員などによるサポートを、どこからも受けていないひとり暮らしの高齢
者に、アンケートを実施してその生活状況を把握し、必要に応じて訪問調査を行います。 ○高齢介護室高齢介護課

住宅改造助成事業 高齢者や重度身体障害者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう所得に応じて住宅改造費を
助成します。高齢者は高齢介護室給付管理課、重度身体障害者は障害者支援室へお問合せください。

○高齢介護室給付管理課
○障害者支援室

■
所
得
税
控
除
の
制
度

サービス・事業名 内 容 問合せ先

所
得
税
の
控
除

障害者控除

寝たきり高齢者本人および扶養親族に寝たきり高齢者がいる方は、障害者控除が認められる場合
があります。寝たきり高齢者とは、その年の１２月３１日の現況で、引き続き６か月以上にわたり身
体障害により常に寝たきりの状態で、介護を受けなければ自ら排便ができない程度の状態である
と認められる高齢者をいいます。

○東大阪税務署
○国税庁ホームページ

医療費控除

�６か月以上寝たきりの方のおむつ代が対象です。その方を治療している医師が発行したおむつ
使用証明書が必要です。
�介護保険制度で提供された一定の施設・居宅サービスの自己負担額が対象です。指定介護老人
福祉施設（特別養護老人ホーム）のサービスの対価（介護費や食費、居住費）は、支払額の２分
の１相当が対象となります。

住宅特定改修
特別控除

一定の要件に当てはまるバリアフリー改修工事をした場合、所得税から税額控除を受けることが
できます。

年金所得者の
申告手続きの
簡素化

その年中の公的年金等の収入金額が４００万円以下で、かつその年中の公的年金等に係る雑所得以外
の所得金額が２０万円以下である場合、その年中の所得税の確定申告書は提出不要です。
※ただし医療費控除などによる所得税の還付を受けるための申告書は提出できます。また、所得
税の申告書の提出が不要であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
来年１月１日以降、年金所得者が寡婦・特別寡婦・寡夫控除を受ける場合、扶養親族等申告書を
提出することで市・府民税申告書の提出が不要になります。

障害者控除対象者
認定書交付

障害者手帳を持っていない６５歳以上の方も、介護保険主治医意見書や医師の診断、職員の調査な
どに基づき、障害者に準ずる状態または寝たきりの状態の場合は、障害者控除対象者認定書を交
付します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

■
介
護
保
険
事
業
な
ど

サービス・事業名 内 容 問合せ先

在
宅
サ
ー
ビ
ス

訪問介護（ホームヘル
プサービス）☆ ホームヘルパーが家庭を訪問し、入浴や食事など身の回りの世話をします。

○居宅介護支援事業者
○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○指導監査室居宅事業者
課
○指導監査室施設課
○高齢介護室給付管理課
※要支援１・２と認定された方
は介護予防サービスを、要介
護１～５と認定された方は介
護サービスを利用します。

訪問入浴介護☆ 浴槽を積んだ車で家庭を訪問し、入浴を介護します。
訪問看護☆ 看護師などが家庭を訪問し、主治医と連絡をとりながら病状の観察や床ずれの手当てなどをします。
訪問リハビリテーション☆ 理学療法士などが家庭を訪問し、必要なリハビリテーションをします。
居宅療養管理指導☆ 医師や歯科医師、薬剤師などが家庭を訪問し、療養上の管理や指導をします。
通所介護（デイサービス）☆ デイサービスセンターに通所した方に、入浴や食事の提供など日常生活上の支援や機能訓練を行います。
通所リハビリテーシ
ョン（デイケア）☆

介護老人保健施設、病院、診療所に通所した方に、心身の機能維持や回復のために必要なリハビ
リテーションをします。

短期入所生活介護
（ショートステイ）☆

介護老人福祉施設などに短期間入所した方に、入浴や食事などの介護、その他日常生活上の支
援や機能訓練を行います。

短期入所療養介護
（ショートステイ）☆

介護老人保健施設などに短期間入所した方に、看護や医学的管理のもと、介護や機能訓練、そ
の他必要な医療や日常生活上の支援をします。

特定施設入居者生活介護☆ 介護付有料老人ホームなどに入居している方に、介護や日常生活上の支援をします。
福祉用具の貸与☆ 車いすや特殊寝台などを貸し出します。ただし、介護度によって対象とならない用具もあります。
福祉用具購入費の支給 入浴用いすや腰掛便座などの特定福祉用具購入費を支給します。
住宅改修費の支給 手すりの取付けや段差の解消など、小規模な工事の住宅改修費を支給します。事前に協議が必要です。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護☆

日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護が一体的または密接に連携しながら、短期間の定期
巡回訪問および随時対応をします。なお、要支援１・２の方は利用できません。 ○居宅介護支援事業者

○介護サービス事業者
○地域包括支援センター
○高齢介護室給付管理課
○指導監査室施設課
※要支援１・２と認定された方
は介護予防サービスを、要介
護１～５と認定された方は介
護サービスを利用します。な
お、原則として本市の介護保
険被保険者のみがサービスを
利用できます。

認知症対応型通所介護☆ 認知症の高齢者に、自宅からの送迎や入浴、排せつ、食事などの介護や簡単な機能訓練を提供します。
小規模多機能型居宅
介護☆

通所サービスを中心に、スタッフが訪問するサービスや利用者が事業所に宿泊するサービスを、
利用者の選択に応じて組み合わせるなど、多機能なサービスを提供します。

認知症対応型共同生
活介護（認知症対応型
グループホーム）☆

認知症の高齢者に、居室や居間、食堂などを備えた５人～９人のユニットで共同生活ができる
場を提供し、日常生活の介助をします。なお、要支援１の方は利用できません。

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護☆

定員３０人未満の小規模な介護老人福祉施設で、食事や入浴、機能訓練などのサービスを提供し
ます。なお、要支援１・２の方は利用できません。

地
域
支
援
事
業

食の自立支援（配食）
サービス☆

食事の調理が困難な６５歳以上のひとり暮らし高齢者または高齢者のみの世帯などで、次のいず
れかの方に栄養バランスのとれた食事（昼食）を１食４５０円で自宅まで届けます（週４回以内）。
�要支援・要介護と認定された方 �地域支援事業に基づく二次予防事業対象者と決定され、
予防プランに配食サービスを組み込まれた方

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係
○地域包括支援センター

在宅老人介護者のつどい☆ 家庭で寝たきりや認知症の高齢者を介護している方に、介護サービスの情報や交流の場を提供します。○市社会福祉協議会

家族介護慰労金支給
事業

要介護４・５と認定され、在宅で１年以上（入院日数が９０日以内）介護保険の給付を受けてい
ない市民税非課税世帯の高齢者を介護している家族（市民税非課税世帯に限る）に、年額１０万
円の慰労金を支給します。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

家族介護教室事業 要介護高齢者を介護している家族などに、介護に関する知識や情報を提供する教室を開催し、
地域で自立した生活ができるよう支援します。 ○地域包括支援センター

介護用品支給事業
要介護４・５と認定され、介護保険の利用者負担が第１・２段階の高齢者（生活保護世帯など
を除く）を在宅で介護している家族（市民税非課税世帯に限る）に、紙おむつを現物支給しま
す（１か月４，０００円以内）。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

二次予防事業
身体状況が今後要支援・要介護状態になる可能性が高く、介護予防上の支援が必要な二次予防
事業対象者を把握・決定します。また、要支援・要介護状態にならないよう介護予防プログラ
ムを提供します。

○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課
○健康づくり課

一次予防事業 ６５歳以上の高齢者が要支援・要介護状態になることを防ぐために、介護予防に関する知識や運
動方法の啓発を行い、介護予防教室などを開催しています。

○東・中・西保健センター
○地域包括支援センター
○高齢介護室高齢介護課

そ
の
他
健康増進事業

保健センターでは健康増進、生活習慣病の予防のための健康教室やがん検診、骨密度測定など
を行っています。また、市内の歯科医療機関に委託して、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、
７０歳、７５歳、８０歳の方に口腔内診査や保健指導を行っています。

○東・中・西保健センター
○健康づくり課

電話番号

０６（６７２５）７２３８

０６（６７８３）７７３８

０７２（９８０）７０４０

０６（６７８２）６４０１

０７２（９８１）２１８３

０６（６７２７）５３０８

０６（６７８３）５９６３

０６（６７２０）０３６５

０６（６７２７）６００２

所 在 地

若江北町１―３６―３０

長堂１―１８―１

西石切町３―２―６―
１０１・１０２

長栄寺４―１２

南荘町１２―１０

大�南１―３―１６
荒本１―８―１４―１０５

寿町１―１―３５

永和２―２４―２９

名 称

いきいきライフ夢

陽だまり

みんなでたのしも
会（めざめ）

高麗いきいきクラブ

こひゃん

大�ふれあいの家
すずめの学校

憩いの森

街かどデイハウス
ほんわか

電話番号

０６（６７４７）１４６３

０６（４３０９）０８７８

０７２（９８６）０６９３

０６（６７２３）８８８９

０７２（９８６）０００２

０７２（９６３）２２８２

０６（６７３０）５６３０

０７２（９８３）５５６２

（平成２５年５月１日現在）

所 在 地

南鴻池町２―１６―２８

稲田上町１―７―１０

南四条町１２―１１

長瀬町２―８―１５店
舗１０５

日下町３―４―４３

吉田１―３―２２

友井３―６―１１

花園本町１―１１―３２

名 称

ぬくもり

じゃがいもくらぶ

南四条

和氣愛々

とも

お達者くらぶ

生き生きネット和
の会

ふるさと

問合せ先
○地域包括支援センター
○市社会福祉協議会
○高齢介護室高齢介護課
○市社会福祉協議会内日常
生活自立支援センター
○大阪家庭裁判所後見係
○地域包括支援センター
�市長申立てに関する相
談＝東・中・西福祉事
務所高齢福祉係
○地域包括支援センター
○東・中・西保健センター
○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

内 容

認知症への理解を深めてもらうための啓発や、認知症高齢者が自立した生活ができる地域づく
りを進めます。

認知症や知的障害、精神障害などで判断能力に不安があり、福祉サービスの利用契約を結ぶこ
とが困難な方が適切なサービスを利用できるよう援助や代行、支援などを行います。
裁判所が認知症などにより判断能力が不充分と認定した方のために、成年後見人などを選任し、
財産管理や身上面の監護を行います。配偶者や４親等内の親族が家庭裁判所に申し立てること
ができますが、いない場合は市長が申し立てることができます。なお、利用手続きを行う親族
がいる場合の成年後見制度利用相談など高齢者の権利擁護のための相談は、地域包括支援セン
ターで応じています。

虐待を受けている恐れのある高齢者に気づいたとき、また自分自身が虐待を受けて苦しんでい
る方はご相談ください。地域ケア会議の一環として取り組んでいる高齢者虐待防止ネットワー
クを活用し、市と関係機関が協力して問題解決のために支援します。

サービス・事業名

認知症高齢者地域支援事
業

日常生活自立支援事業★

成年後見制度

高齢者虐待防止のための
支援

■
総
合
相
談
・
権
利
擁
護
援
助
な
ど
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現在実施している高齢者のための制度やサービスを紹介します。

充実した生活や健康維持などのために、ぜひ活用してください。

�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設
一覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。

高高齢齢者者ののたためめのの制制度度をを紹紹介介
９月は高齢者保健福祉月間です

街かどデイハウスをご利用ください

各 制 度・
サービスの
問 合 せ 先

（２）（３）

http://www.nta.go.jp/


市内に６か所ある老人セン
ターでは、市内在住の６０歳以
上の皆さんに、より豊かで生
きがいのある生活を送ってい
ただくため、さまざまな行事
や教室を開催しています。ま
た、高齢者が抱える相談にも
応じています。対象は、市内
在住の６０歳以上の方です。老人
センターを利用しませんか。
開館時間 月曜日～土曜日午

前９時～午後５時（祝日、年
末年始は休館）

おもな活動

【教室事業・教養講座】
趣味の輪を広げることを目
的に各種教室を開催していま
す。
【同好会・クラブ活動】
趣味活動を通じて、心豊かな
生活と参加者同士の交流によ

るふれあいの輪を広げてもら
うため、心身の健康維持や生き
がいづくりを推進しています。
【各種相談事業】
日常生活の心配事や健康な

どの相談に応じています。
◇ ◇

ほかにもさまざま活動を行
っています。お近くの老人セ
ンターで利用登録のうえ、ご
利用ください。

■東・中・西福祉事務所高齢福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８１、�０６（６７８４）７６７７

■市社会福祉協議会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
■高齢介護室高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

■住宅政策課
０６（４３０９）３２３１～２、�０６（４３０９）３８３４

ファクス番号

０６（６７２４）６７３８

０６（６７２４）９８６９

０６（６７８８）３３５３

０７２（９８６）７５９２

０６（６７８９）９１７４

０７２（９６３）２０２０

※実施している事業は老人センターによって異なります。
くわしくは老人センターのウェブサイトをご覧いただ
くか、お問合せください。

電話番号

０６（６７２４）６２２０

０６（６７２０）５６５３

０６（６７８８）２２１４

０７２（９８５）３７５１

０６（６７８９）３７５１

０７２（９６２）８０１１

所 在 地

中小阪５―１４―２７

長瀬町２―１１―１９

荒本２―５―３８

五条町９―４５

高井田元町１―２―１３

角田２―３―８

名 称

八戸の里

長 瀬

荒 本

五 条

高 井 田

角田総合

問合せ先

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○老人センター

○角田総合老人センター

○高齢介護室高齢介護課

○市社会福祉協議会
○高齢介護室高齢介護課

内 容
地域で趣味や教養、社会奉仕など活動の場を自主的につくっている６０歳以上の方
たちの組織を支援します。
６０歳以上の方または障害がある方に、土を通じて親睦と健康増進に役立ててもら
うため、農園を貸し付けています（１年間）。
高齢者（６５歳以上の方）または高齢者と未就学児が、毎月１５日に市内の公衆浴場を
割引料金で利用できます。
６０歳以上の方に、健康増進や教養の向上、趣味を通じた仲間づくりの場を提供します。

６０歳以上の方が生きがいのある生活を送るための学習の場を提供します。

６５歳以上の方は、市内の指定施術所で９月の期間中、はりきゅうとマッサージそ
れぞれ２回の施術を受けることができます（負担額１回１，０００円）。
今年度中に８８歳、１００歳を迎え、６月１日から引き続き市内に在住している方に、
祝いの品物を届けます（９月）。
市と市老人クラブ連合会の共催で、毎年９月に開催しています。
ダイヤモンド婚（結婚６０年）、金婚（結婚５０年）を迎えた夫婦を祝福するつどいを
開催しています（今年は１０月１９日�を予定）。

サービス・事業名

老人クラブ活動助成事業

福祉農園運営事業

ふれあい入浴事業☆

老人センター事業
シニア地域活動実践塾（悠友
塾）事業☆
はり・きゅう・マッサージ施
術事業☆

敬老祝品贈呈事業

老人福祉大会
ダイヤモンド婚・金婚夫婦の
つどい

■
生
き
が
い
・
社
会
参
加
支
援

問合せ先

○住宅政策課

○施設

内 容
高齢者が自立し、安全で快適な生活ができるよう配慮した公営住宅で、生活指導
や相談、緊急時対応を行う生活援助員を配置しています。入居者の募集は市政だ
よりでお知らせします。
バリアフリー化した民間賃貸住宅で、所得により一部家賃補助があります。緊急
時対応システムを導入している住宅もあります。
バリアフリー構造などがあり、安否確認や生活相談サービスの提供により、高齢
者が安心して居住できる民間賃貸住宅です。生活支援・介護・医療サービスの提
供が受けられる住宅もあります。
施設の運営事業者が高齢者に、食事、介護、家事、健康管理のいずれかのサービ
スを提供する施設です。

サービス・事業名

シルバーハウジング★

高齢者向け優良賃貸住宅★

サービス付き高齢者向け住宅
☆

有料老人ホーム☆

■
住

宅

問合せ先

○施設
○居宅介護支援事業者
※対象は要介護１～５と認定さ
れた方。

○東・中・西福祉事務所
高齢福祉係

○施設

内 容
入浴や食事などの介護、その他日常生活上の支援や機能訓練、健康管理、療養上
の世話が受けられます。
看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療、日常生活上の支
援が受けられます。
療養上の管理、看護・医学的管理のもと、介護、機能訓練、その他必要な医療な
どが受けられます。

環境や経済上の理由により居宅での生活が困難な６５歳以上の方が入所できます。

独立して暮らすには不安がある６０歳以上の方が入所できます。夫婦・単身者用の
個室があり、入所者は食事や入浴、生活相談、介護保険のサービスが受けられます。
家庭環境などの理由により居宅での生活が困難な６０歳以上の方が入所できます。食事
や入浴、生活相談、緊急時対応など日常生活上の基本的なサービスが受けられます。

サービス・事業名
介護老人福祉施設（特別養
護老人ホーム）への入所☆
介護老人保健施設（老人
保健施設）への入所☆
介護療養型医療施設への
入所☆

養護老人ホーム★

軽費老人ホーム★

軽費老人ホームＡ型★

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度
外

■
施
設
へ
の
入
所

現在実施している高齢者のための制度やサービスを紹介します。

充実した生活や健康維持などのために、ぜひ活用してください。

�★印は所得に応じて費用負担があり、☆印は利用料が必要です。
�介護保険の居宅介護支援事業者など介護サービス事業所・施設
一覧は、市ウェブサイトでご覧になれます。
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高高齢齢者者ののたためめのの制制度度をを紹紹介介
９月は高齢者保健福祉月間です

老人センターを利用しませんか

各 制 度・
サービスの
問 合 せ 先

（４）


